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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クライアントデバイスにおいて実行可能である方法であって、
　前記クライアントデバイスにおいて、ネットワークアクセスノードから広告される少な
くとも１つの接続アクセスネットワーク識別子を取得するステップと、
　クエリを前記ネットワークアクセスノードに送信することを決定するステップであって
、前記ネットワークアクセスノードが複数のサービングネットワークと関連付けられ、各
サービングネットワークが前記少なくとも１つの接続アクセスネットワーク識別子によっ
てそれぞれ識別される少なくとも1つの接続アクセスネットワークを含み、各サービング
ネットワークがサービングネットワーク識別子によって識別される、ステップと、
　前記クエリの転送先とすべき第１のサーバの識別情報を示す第１のサービング識別子で
あって、前記クエリと関連付けるべき第１のサービングネットワーク識別子を選択するス
テップと、
　前記クエリを前記ネットワークアクセスノードに送信するステップであって、前記クエ
リが前記第１のサービングネットワーク識別子を含む、ステップと、を備える、方法。
【請求項２】
　前記クエリがさらに、第１のサービングネットワーク識別子と関連付けられるネットワ
ークによってサポートされる１つまたは複数のネットワーク能力を記述する情報の要素を
含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記第１のサービングネットワーク識別子を選択するステップが、前記クライアントデ
バイスと前記第１のサービングネットワーク識別子によって識別されるサービングネット
ワークとの間にすでに存在する関係が確立されているかどうかに基づく、請求項１に記載
の方法。
【請求項４】
　前記クエリを送信する前に、前記クエリと関連付けるべき第２のサービングネットワー
ク識別子を選択するステップであって、前記第２のサービングネットワーク識別子が前記
第１のサービングネットワーク識別子によって識別されるパブリックアクセスネットワー
クの一部であるプライベートアクセスネットワークを識別する識別子である、ステップと
、
　前記クエリを前記ネットワークアクセスノードに送信するステップであって、前記クエ
リが前記第１のサービングネットワーク識別子および前記第２のサービングネットワーク
識別子を含む、ステップと、をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　ネットワークインターフェースと、
　前記ネットワークインターフェースに結合された処理回路と、を備え、前記処理回路が
、
　ネットワークアクセスノードから広告される少なくとも１つの接続アクセスネットワー
ク識別子を取得することと、
　クエリを前記ネットワークアクセスノードに送信することを決定することであって、前
記ネットワークアクセスノードが複数のサービングネットワークと関連付けられ、各サー
ビングネットワークが前記少なくとも１つの接続アクセスネットワーク識別子によってそ
れぞれ識別される少なくとも１つの接続アクセスネットワークを含み、各サービングネッ
トワークがサービングネットワーク識別子によって識別される、ことと、
　前記クエリの転送先とすべき第１のサーバの識別情報を示す第１のサービング識別子で
あって、前記クエリと関連付けるべき第１のサービングネットワーク識別子を選択するこ
とと、
　前記クエリを前記ネットワークアクセスノードに送信することであって、前記クエリが
前記第１のサービングネットワーク識別子を含む、ことと、
　を行うように構成される、クライアントデバイス。
【請求項６】
　前記処理回路がさらに、第１のサービングネットワーク識別子と関連付けられるネット
ワークによってサポートされる１つまたは複数のネットワーク能力を記述する情報の要素
を含むように、前記クエリを導出するように構成される、請求項５に記載のクライアント
デバイス。
【請求項７】
　前記処理回路がさらに、前記クライアントデバイスと前記第１のサービングネットワー
ク識別子によって識別されるサービングネットワークとの間にすでに存在する関係が確立
されているかどうかに基づいて、前記第１のサービングネットワーク識別子を選択するよ
うに構成される、請求項５に記載のクライアントデバイス。
【請求項８】
　ネットワークノードにおいて実行可能な方法であって、
　前記ネットワークノードにおいて、
　少なくとも１つの接続アクセスネットワーク識別子を広告するステップと、
　第1のサービングネットワーク識別子を含むクエリを受信するステップであって、前記
ネットワークノードが複数のサービングネットワークと関連付けられ、各サービングネッ
トワークが前記少なくとも１つの接続アクセスネットワーク識別子によってそれぞれ識別
される少なくとも１つの接続アクセスネットワークを含み、各サービングネットワークが
サービングネットワーク識別子によって識別される、ステップと、
　前記第１のサービングネットワーク識別子が示す第１のサーバの識別情報であって、前
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記クエリの転送先とすべき第１のサーバの識別情報を決定するステップと、
　前記クエリを前記第１のサーバに送信するステップと、を備える、方法。
【請求項９】
　前記クエリが、第１のサービングネットワーク識別子と関連付けられるネットワークに
よってサポートされる１つまたは複数のネットワーク能力を記述する情報の要素を含む、
請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記クエリがさらに、前記第１のサービングネットワーク識別子によって識別されるパ
ブリックアクセスネットワークの一部であるプライベートアクセスネットワークを識別す
る第２のサービングネットワーク識別子を含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記クエリの転送先とすべき第２のサーバを決定するステップであって、前記第２のサ
ービングネットワーク識別子が前記複数のサービングネットワーク中の第２のサービング
ネットワークの第２のサーバを識別する、ステップと、
　前記クエリを前記第２のサーバに送信するステップと、をさらに備える、請求項１０に
記載の方法。
【請求項１２】
　ネットワークノードであって、
　ネットワークインターフェースと、
　前記ネットワークインターフェースに結合された処理回路と、を備え、前記処理回路が
、
　少なくとも１つの接続アクセスネットワーク識別子を広告することと、
　第１のサービングネットワーク識別子を含むクエリを受信することであって、前記ネッ
トワークノードが複数のサービングネットワークと関連付けられ、各サービングネットワ
ークが前記少なくとも１つの接続アクセスネットワーク識別子によってそれぞれ識別され
る少なくとも１つの接続アクセスネットワークを含み、各サービングネットワークがサー
ビングネットワーク識別子によって識別される、ことと、
　前記第１のサービングネットワーク識別子が示す第１のサーバの識別情報であって、前
記クエリの転送先とすべき第１のサーバの識別情報を決定することと、
　前記クエリを前記第１のサーバに送信することと
　を行うように構成される、ネットワークノード。
【請求項１３】
　前記処理回路がさらに、
　前記クエリの転送先とすべき第２のサーバを、前記クエリとともに含まれる第２のサー
ビングネットワーク識別子から決定することであって、前記第２のサービングネットワー
ク識別子が前記第２のサーバを識別する、ことと、
　前記クエリを前記第２のサーバに送信することと
を行うように構成される、請求項１２に記載のネットワークノード。
【請求項１４】
　記録媒体に含まれるコンピュータプログラムであって、請求項１から請求項４および請
求項８から請求項１１のいずれか一項に記載の方法を実行するための命令を含む、コンピ
ュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、2014年12月22日に米国特許商標庁に出願された仮出願第62/095,714号、およ
び2015年7月23日に米国特許商標庁に出願された本出願第14/807,824号の優先権および利
益を主張し、これらの内容全体が、参照により本明細書に組み込まれる。
【０００２】
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　本開示は全般に、単一の接続アクセスネットワーク/無線アクセスネットワークプロバ
イダによる使用にこれまで限定されていたネットワークアクセスノードを介して1つまた
は複数の接続アクセスネットワークプロバイダのためのアクセスを無線アクセスネットワ
ーク(RAN)プロバイダがホストするのを容易にする、通信デバイスおよびシグナリングの
方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレスモバイルシステムを含むワイヤレス通信システムが、様々な通信サービスを
提供するために広く展開されている。通信サービスには、いくつか挙げると、音声サービ
ス、データサービス、音声およびデータ接続、インターネット接続、voice over Interne
t protocol(VoIP)、ワイヤレスポイントツーポイント、ビデオ、ストリーミングビデオ、
ビデオ電話、メッセージング、およびブロードキャストがある。
【０００４】
　通常のワイヤレス通信システムは、多元接続技術を利用する。そのような多元接続技術
の例には、符号分割多元接続(CDMA)、時分割多元接続(TDMA)、周波数分割多元接続(FDMA)
、直交周波数分割多元接続(OFDMA)、シングルキャリア周波数分割多元接続(SC-FDMA)、お
よび時分割同期符号分割多元接続(TD-SCDMA)がある。
【０００５】
　多元接続技術は、ワイヤレスデバイスおよびモバイルデバイスが、都市、国家、地域、
および世界レベルで通信することを可能にする共通のプロトコルを提供するために、様々
な通信規格において採用されている。ワイヤレスサービスは、セルラーローカルエリアネ
ットワーク(セルラーLAN)およびワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)上で様々
な規格を使用して、多くのプロバイダによって提供される。セルラーLANに適用可能な規
格は、3G、4G、Long Term Evolution(LTE)、およびLTE-Advanced(LTE-A)などの、第3世代
パートナーシッププロジェクト(3GPP)によって公表されているものを含む。LTE-Aは、3GP
Pによって公表されたUniversal Mobile Telecommunications System(UMTS)モバイル規格
に対する拡張の集合である。3GPP規格の次の進化が検討されている。それは、5Gと呼ばれ
ることがある。WLANに適用可能な規格は、IEEE 802.11(Wi-Fi(登録商標)および/またはHo
tspot 2.0と一般に、かつ/または様々に呼ばれる)などの、米国電気電子学会(IEEE)によ
って公表されているものを含む。IEEE 802.11は、WLAN通信を実施するための、媒体アク
セス制御(MAC)層および物理層(PHY)の仕様の集合である。
【０００６】
　多元接続技術を使用する通信システムは、複数のユーザデバイスのための通信を同時に
サポートする。一般に、ユーザデバイスは、ネットワークへのインターフェースとして機
能する。ユーザデバイスは、任意の数の形態をとり得る。ユーザデバイスは、携帯電話、
ラップトップもしくはノートパッドコンピュータ、手首に装着されるデバイス、または、
ユーザによって任意の方法で装着されるように構成されるデバイスなどの、モバイルハン
ドヘルドデバイスであり得る。代替的に、ユーザデバイスは、建物の警報システムにおい
て使用されるコンピュータ/携帯電話インターフェース、または、たとえば、テレビ、冷
蔵庫、体重計、および/もしくは洗濯機との間の通信を容易にし得るマシンツーマシン(M2
M)タイプのデバイスなどの、固定されたデバイスであり得る。ユーザデバイスは、人と機
械の間のインターフェース(たとえば、物理的もしくは画像ベースのキーボードまたは音
声コマンドインターフェース)を通じて入力を受け取らなくてもよい。
【０００７】
　3GPPの文脈では、ユーザデバイスは一般にユーザ機器(UE)と呼ばれる。IEEE 802.11の
文脈では、ユーザデバイスは一般に局(STA)と呼ばれる。しかしながら、多くのユーザデ
バイスが、セルラーLANとWLANの両方を使用して通信することができる(たとえば、多くの
携帯電話が、3GPPネットワークとIEEE 802.11ネットワークの両方を通じて通信する)。し
たがって、同じユーザデバイスが、UEとSTAの両方であることがある。さらに、3GPPおよ
びIEEE 802.11以外の規格では、または、規格ベースではないプロトコルもしくは実践に
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よれば、ユーザデバイスは、たとえば端末を含む他の名称で呼ばれることがある。
【０００８】
　アクセスネットワーククエリプロトコル(ANQP)は、IEEEおよびWi-Fi Alliance(登録商
標)によって定義されるプロトコルである。Wi-Fi Allianceは、互換性および業界標準の
セキュリティ保護についてWi-Fi(登録商標)製品を認定する、世界的な非営利の業界団体
である。ANQPは現在、IEEE 802.11に対して定義されている。ANQPは、WLANアクセスポイ
ント(AP)(たとえば、802.11、Wi-Fi、またはHotspot 2.0のもとにあるAP)とのセキュリテ
ィアソシエーションを必要とすることなく、STAがそのAPにクエリすることを可能にする
プロトコルを定めている。STAは、ANQPを使用して、APにおいてネットワーク発見および
選択を実行することができる。加えて、STAは、APレベルで、APの特徴/特性(たとえば、
負荷)およびサポートされるサービス(たとえば、サポートされるサービスプロバイダ、接
続タイプなどを含む)についての情報を発見することができる。APの例は、家庭、店舗、
事務所、または車両にあるワイヤレスモデムもしくはワイヤレスルータであり得る。APは
屋内または屋外にあり得る。屋外のAPは、たとえば、コミュニティに対してインターネッ
トアクセスを提供するために、都市、郊外、および/または大学、企業、もしくは政府の
キャンパスにあり得る。
【０００９】
　従来、APは、インターネットサービスプロバイダ(ISP)を介してネットワーク(通常はイ
ンターネット)に接続する無線デバイスであると考えられることがある。その結果、所与
のSTAに対して、APを介したネットワークへの接続は、従来は1つのISPによって決定され
る。
【００１０】
　現在のIEEE 802.11uのもとでの実装では、3GPPスタイルの接続アクセスネットワークプ
ロバイダとは別の、3GPPスタイルの無線アクセスネットワーク(RAN)プロバイダという概
念は存在しない。現在の実装では、IEEE 802.11 APは、RANプロバイダと接続アクセスネ
ットワークプロバイダの両方の一般的な機能を満たす。言い換えると、IEEE 802.11の文
脈で3GPPの用語を使用すると、RANプロバイダおよび接続アクセスネットワークプロバイ
ダは常に同じエンティティである。これは、RANプロバイダと接続アクセスネットワーク
プロバイダが異なるエンティティであり得る3GPPシステムとは対照的である。
【００１１】
　IEEE 802.11のために定義されるANQPは、単一のAPにおける複数の接続アクセスネット
ワークプロバイダを考慮せず、サポートすることができない。したがって、STAは、3GPP
スタイルのRANプロバイダと接続アクセスネットワークプロバイダの組合せとして機能す
る単一のエンティティとAPが関連付けられるという仮定のもとでしか、どのサービスが所
与のAPによってサポートされるかを決定できない。これは少なくとも、各APが限られた数
のサービスプロバイダにしか接続を提供できないので、問題である。
【００１２】
　RAN共有(すなわち、複数の接続アクセスネットワークプロバイダによる単一のRANの共
有)は、IEEE 802.11では定義されていない。APが複数の接続アクセスネットワークプロバ
イダによって共有されることを可能にすることが有益であろう。このことは、APにおいて
STAが利用可能なサービスプロバイダ(および関連するサービス)の数の増大を可能にする
であろう。そのような状況では、所与のAPは、より多数のサービスプロバイダの選択肢を
STAに提供することができる。しかしながら、所与のAPにおけるサービスプロバイダの選
択肢がより多いことは、それ自体が問題となる。ANQPは十分にスケーラブルではない。AN
QPは、多数のサービスプロバイダに関与するクエリに対しては扱いにくく、柔軟性がない
。
【００１３】
　現在のアイドルモード選択の挙動は、APが公衆陸上移動通信網(PLMN)の選択を実行し、
次いで選択されたPLMNについてセルの選択を実行するというものである。PLMNは、PLMN識
別子(PLMN ID)を使用して識別される。現在、PLMN IDには2つの構成要素がある。第1の構
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成要素はモバイル国コード(MCC)である。MCCは3桁である。MCCは国を一意に識別する。第
2の構成要素はモバイルネットワークコード(MNC)である。MNCは(MCCの値に応じて)2桁ま
たは3桁の数である。MNCはその国の中で事業者を識別する。最高でも、3桁のMNCを使用す
ると、1000個の事業者しか所与の国に対して定義できない。多くの国において、事業者の
数はすでに1000を超えており、またはまもなく1000を超えるであろう。したがって、PLMN
をすべての事業者(たとえば、IEEE 802.11のもとにあるWLANの事業者、3GPPのもとにある
セルラーLANの事業者など)に提供することは実現可能ではない。
【００１４】
　さらに、IEEE 802.11のもとにあるAPは、over-the-airメッセージを定期的にブロード
キャストし、APにおいてある限られた数のサービスプロバイダが利用可能であることを広
告し、広告されているその限られた数のサービスプロバイダの識別情報を提供することが
知られている。そのようなブロードキャストは、たとえば、システム情報ブロック-タイ
プ1(SIB1)送信などのビーコンによって行われ得る。しかしながら、現在のSIB1送信には6
個のPLMN IDしか含めることができない。より大きいアクセスネットワーク識別子空間を
可能にするために新たな識別子が導入されたとしても、多数の関連するサービスプロバイ
ダをネットワークアクセスノード(たとえば、アクセスポイントまたはeNodeB)がサポート
することはそれでも可能にならないであろう。
【００１５】
　さらに、ブロードキャストにおいて広告されることが可能なある一定の最大の数のサー
ビスプロバイダよりも多くのサービスプロバイダによってAPが共有される場合、この広告
は、広告されたサービスプロバイダとAPを共有する広告されないサービスプロバイダの中
から選択するための機会を、クライアントデバイスに知らせることができない。したがっ
て、そのような広告されないサービスプロバイダは、意図せずにクライアントデバイスか
ら隠される。
【００１６】
　加えて、いくつかのサービスプロバイダは、自身のネットワークがビーコン送信におい
て公衆に対して広告されることを望まない。そのようなネットワークの例は、限定加入者
グループ(CSG)であり得る。CSGへのアクセスは、CSGの加入者には可能であるが、一般公
衆には可能ではない。したがって、これらのサービスプロバイダは、意図的にクライアン
トデバイスから隠される。
【００１７】
　それでも、各タイプのネットワークアクセスノード(たとえば、IEEE 802.11のもとにあ
るAPアクセスノードおよび3GPPのもとにあるeNBアクセスノード)において、増大し続ける
数のサービスおよび/またはサービスプロバイダをサポートすることがますます求められ
ている。その結果、所与のネットワークアクセスノードにおいて多数のサービスおよび/
またはサービスプロバイダをサポートするように、ANQPがスケーラブルではないことは、
問題である。
【００１８】
　したがって、問題は、クライアントデバイスがネットワークアクセスノードから接続ア
クセスネットワークプロバイダ、サービス、および/もしくはサービスプロバイダの選択
リストを取得することをどのように可能にするかということ、ならびに/または、複数の
接続アクセスネットワークプロバイダ、サービス、および/もしくはサービスプロバイダ
のいずれが、ネットワークアクセスノードからクライアントデバイスに広告されるべき接
続アクセスネットワークプロバイダ、サービス、および/もしくはサービスプロバイダの
デフォルトのリストに現れるべきであるかを、どのように選択すべきであるかということ
にある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　一態様によれば、クライアントデバイスにおいて実行可能であり得る方法は、クエリを
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ネットワークアクセスノードに送信することを決定するステップを含むことがあり、この
ネットワークアクセスノードは複数のサービングネットワークと関連付けられ、各サービ
ングネットワークはサービングネットワーク識別子によって識別される。この決定は、ク
ライアントデバイスにおいて行われ得る。方法は、クエリと関連付けるべき第1のサービ
ングネットワーク識別子を選択するステップを含み得る。方法はさらに、クエリをネット
ワークアクセスノードに送信するステップを含むことがあり、クエリは第1のサービング
ネットワーク識別子を含むことがある。いくつかの態様では、クエリはさらに、第1のサ
ービングネットワーク識別子と関連付けられるネットワークによってサポートされる1つ
または複数のネットワーク能力を記述する情報の要素を含み得る。サービングネットワー
ク識別子は、サービスセット識別子(SSID)識別子、公衆陸上移動網識別子(PLMN ID)識別
子、サービスプロバイダ識別子(SPI)識別子、またはネットワークアクセス識別子(NAI)領
域識別子を含み得る。いくつかの態様では、第1のサービングネットワーク識別子は、複
数のサービングネットワーク中の第1のサービングネットワークのサーバを識別し得る。
【００２０】
　一態様では、方法はさらに、クライアントデバイスにおいて、ネットワークアクセスノ
ードと関連付けられる複数のサービングネットワークの各々のサービングネットワーク識
別子を取得するステップを含み得る。この情報の受信は、第1のサービングネットワーク
識別子を決定する前に行われ得る。一態様では、サービングネットワーク識別子は、ネッ
トワークアクセスノードからのブロードキャストメッセージから、またはネットワークア
クセスノードからのユニキャストメッセージから取得され得る。
【００２１】
　一態様では、複数のサービングネットワーク識別子の中から第1のサービングネットワ
ーク識別子を選択するステップは、クライアントデバイスと第1のサービングネットワー
ク識別子によって識別されるサービングネットワークとの間にすでに存在する関係が確立
されているかどうかに基づき得る。すでに存在する関係を有するサービングネットワーク
を選択するという、選好があり得る。すでに存在する関係は、クライアントデバイスが第
1のサービングネットワーク識別子によって識別されるサービングネットワークとの契約
を有するとき、および/または、クライアントデバイスにおいて構成される選好されるサ
ービングネットワークのすでに存在するリストに第1のサービングネットワーク識別子が
含まれるときに、確立され得る。第1のサービングネットワーク識別子を選択するための
他の方法が許容可能である。
【００２２】
　いくつかの態様では、クライアントデバイスは、ワイヤレス通信を介して第1のサービ
ングネットワーク識別子によって識別されるサービングネットワークに入ることができ、
またはそれとの契約を更新することができる。
【００２３】
　いくつかの態様では、クエリは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)上での
アクセスネットワーククエリプロトコル(ANQP)クエリを含み得る。このクエリは、非アク
セス層(NAS)メッセージおよび/または無線リソース制御(RRC)メッセージを含み得る。
【００２４】
　いくつかの態様によれば、方法はさらに、クエリを送信する前に、クエリと関連付ける
べき第2のサービングネットワーク識別子を選択するステップを含み得る。第2のサービン
グネットワーク識別子は、第1のサービングネットワーク識別子と異なり得る。第1のサー
ビングネットワーク識別子および第2のサービングネットワーク識別子は、異なるタイプ
のサービングネットワーク識別子であり得る。異なるタイプのサービングネットワーク識
別子は、サービスセット識別子(SSID)タイプの識別子、公衆陸上移動網識別子(PLMN ID)
タイプの識別子、サービスプロバイダ識別子(SPI)タイプの識別子、およびネットワーク
アクセス識別子(NAI)領域タイプの識別子を含み得る。方法はさらに、クエリをネットワ
ークアクセスノードに送信するステップを含み得る。ネットワークアクセスノードに送信
されるクエリは、情報の要素、第1のサービングネットワーク識別子、および第2のサービ
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ングネットワーク識別子を含み得る。いくつかの態様では、第1のサービングネットワー
ク識別子および第2のサービングネットワーク識別子は、異なるサーバを識別し得る。異
なるサーバは、同じサービングネットワークまたは異なるサービングネットワーク上にあ
り得る。
【００２５】
　いくつかの態様では、方法はさらに、クエリを送信する前に、クエリと関連付けるべき
第2のサービングネットワーク識別子を選択するステップを含み得る。第1のサービングネ
ットワーク識別子はパブリックサービングネットワークを表すことがあり、第2のサービ
ングネットワーク識別子はプライベートサービングネットワークを表すことがある。方法
はさらに、クエリをネットワークアクセスノードに送信するステップを含むことがあり、
ここでクエリは、情報の要素、第1のサービングネットワーク識別子、および第2のサービ
ングネットワーク識別子を含み得る。
【００２６】
　一態様によれば、方法はネットワークノードにおいて実行可能であり得る。ネットワー
クノードは、たとえば、ネットワークアクセスノードおよび/またはモビリティ管理エン
ティティ(MME)であり得る。方法は、ネットワークノードにおいて、情報の要素と第1のサ
ービングネットワーク識別子とを含むクエリを受信するステップを含み得る。いくつかの
態様では、ネットワークノードは、複数のサービングネットワークと関連付けられ得る。
方法はさらに、クエリの転送先とすべき第1のサーバの識別情報を決定するステップを含
み得る。いくつかの態様では、第1のサービングネットワーク識別子は、第1のサーバの識
別情報を提供することができる。方法はまたさらに、クエリを第1のサーバに送信するス
テップを含み得る。ネットワークノードの例は、ネットワークアクセスノード(たとえば
、eNB、AP、STA)および/またはモビリティ管理エンティティ(MME)を含み得る。いくつか
の態様では、クエリは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)上でのアクセスネ
ットワーククエリプロトコル(ANQP)クエリを含み得る。このクエリは、非アクセス層(NAS
)メッセージおよび/または無線リソース制御(RRC)メッセージを含み得る。第1のサービン
グネットワーク識別子は、複数のサービングネットワーク中の第1のサービングネットワ
ークのサーバを識別するために使用され得る。
【００２７】
　一態様では、クエリはさらに、第1のサービングネットワーク識別子と異なる第2のサー
ビングネットワーク識別子を含み得る。第2のサービングネットワーク識別子は、複数の
サービングネットワーク中の第2のサービングネットワークのサーバを識別するために使
用され得る。方法はさらに、クエリの転送先とすべき第2のサーバを決定するステップを
含むことがあり、第2のサービングネットワーク識別子は第2のサーバを識別する。方法は
またさらに、クエリを第2のサーバに送信するステップを含み得る。
【００２８】
　同様の参照文字が全体を通じて対応するものを特定する図面と併せて読まれると、以下
に記載される詳細な説明から、種々の特徴、性質、および利点が明らかになり得る。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】従来技術によるネットワークアーキテクチャを示す図である。
【図２】本明細書において説明される例示的な態様によるネットワークアーキテクチャを
示す図である。
【図３】本明細書において説明される例示的な態様による別のネットワークアーキテクチ
ャを示す図である。
【図４】本明細書において説明されるような態様の説明および情報の要素の特徴に関連し
て有用であり得る、例示的な表の概念図である。
【図５】サービスクエリプロトコルの使用を容易にする第1のネットワークアーキテクチ
ャを示す図である。
【図６】サービスクエリプロトコルの使用を容易にする第2のネットワークアーキテクチ
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ャを示す図である。
【図７】サービスクエリプロトコルの使用を容易にする第3のネットワークアーキテクチ
ャを示す図である。
【図８】例示的な態様によるネットワークの制御プレーンプロトコルスタックを示す図で
ある。
【図９】別の例示的な態様によるネットワークの制御プレーンプロトコルスタックを示す
図である。
【図１０】第1の例示的な態様による第1の呼フロー図である。
【図１１】第2の例示的な態様による第2の呼フロー図である。
【図１２】例示的な呼フローによる例示的な方法を示すブロック図である。
【図１３】別の例示的な呼フローによる例示的な方法を示すブロック図である。
【図１４】サービスクエリプロトコルを実装し得る例示的なクライアントデバイスの一態
様の機能ブロック図である。
【図１５】本明細書において説明される例示的な態様による、例示的なクライアントデバ
イスにおいて実行可能な第1の例示的な方法の図である。
【図１６】本明細書において説明される例示的な態様による、例示的なクライアントデバ
イスにおいて実行可能な第2の例示的な方法の図である。
【図１７】サービスクエリプロトコルを実装し得る例示的なネットワークアクセスノード
の一態様の機能ブロック図である。
【図１８】本明細書において説明される例示的な態様による、例示的なアクセスノードに
おいて実行可能な第1の例示的な方法の図である。
【図１９】本明細書において説明される例示的な態様による、例示的なアクセスノードに
おいて実行可能な第2の例示的な方法の図である。
【図２０】ある例示的な態様による、SQPサーバとして機能し得るサーバの一態様の機能
ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　添付の図面に関して以下に記載される詳細な説明は、様々な構成の説明として意図され
ており、本明細書において説明される様々な概念が実践され得る唯一の構成を表すことは
意図されない。詳細な説明は、様々な概念の完全な理解をもたらすことを目的として詳細
を含んでいる。しかしながら、これらの概念がこれらの詳細を伴わずに実践され得ること
は当業者には明らかであろう。いくつかの事例では、そのような概念を曖昧にすることを
避けるために、よく知られている構造および構成要素の詳細がブロック図の形態で示され
る。様々な図面に現れる同様の参照番号は、より前の図に関連して説明されているものと
して理解される。
【００３１】
　以下の説明では、添付の図面に対する参照が行われ、添付の図面には、例示として、本
開示において説明される具体的な態様および特徴が示されている。本開示において説明さ
れる態様および特徴は、当業者が本発明を実践することを可能にするのに十分詳しく提供
されることが意図されている。本開示の範囲から逸脱することなく、他の態様および特徴
が利用されてよく、また開示されたものに対して変更が行われてよい。以下の詳細な説明
は限定的な意味で解釈されるべきではなく、本明細書において説明され示される態様およ
び特徴の範囲は、添付の特許請求の範囲によってのみ定義される。
【００３２】
　本明細書では、「クライアントデバイス」は、サービングネットワークへのインターフ
ェースを人および/または機械に提供する任意のデバイスであり得る。「クライアントデ
バイス」という用語は、とりわけ、ワイヤレスデバイス、モバイルデバイス、加入者デバ
イス、ネットワークアクセスデバイス、携帯電話、モバイル通信デバイス、モバイルコン
ピューティングデバイス、デジタルタブレット、スマートフォン、ユーザ機器、ユーザデ
バイス、ユーザ端末、端末を指すために本明細書において使用され得る。「ネットワーク
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アクセスノード」という用語は、クライアントデバイスとサービングネットワークとの間
のワイヤレスネットワーク接続を提供する任意のデバイスを含む。パケットデータネット
ワーク(PDN)(たとえば、インターネット)およびインターネットプロトコル(IP)マルチメ
ディアサービス(IMS)ネットワークなどのセルラー通信システムのコアネットワークの外
部にあるネットワークは、PDNに言及することで本明細書では例示され得るが、コアネッ
トワークの外部にあるネットワークをPDNまたはIMSネットワークに限定することは何ら意
図されていない。さらに、本明細書において提示される態様および特徴は例示的である。
本明細書において提示される任意の態様または特徴を、セルラー通信システムのみにおい
て使用することに限定することは、何ら意図されていない。
【００３３】
概観
　現在のアクセスネットワーククエリプロトコル(ANQP)方式は、ネットワークアクセスノ
ード(たとえば、AP)が、サービスプロバイダの集合(たとえば、3GPPセルラーネットワー
ク情報およびローミングコンソーシアム組織識別子)を決定するためにクライアントデバ
イスがクエリする、単一のサーバをサポートすると仮定する。ANQPは、ネットワークアク
セスノードが多数のサービスプロバイダをサポートする可能性を考慮せず、無線アクセス
ネットワーク(RAN)共有の実施、すなわち、ネットワークアクセスノード(これはRANの一
部であると概念的に考えられ得る)が複数の接続アクセスネットワークプロバイダに結合
されることが可能であり、各接続アクセスネットワークプロバイダが結合先のサービスプ
ロバイダに応じて変化する特性を有することを考慮しない。
【００３４】
　RAN共有のために、RAN、したがってRAN中のネットワークアクセスノードの少なくとも
いくつかが、2つ以上のサービングネットワークに接続することがあり、この場合、異な
るサービングネットワークは、たとえば、クライアントがアクセスするための異なるタイ
プの証明書をサポートすることがある。この場合、クライアントデバイスは、どのタイプ
のアクセスおよびサービスがサポートされるかを決定するために、RANではなくサービン
グネットワークにクエリする必要があり得る。
【００３５】
　本明細書において説明される態様は、妥当/現実的であると従来考えられてきたものよ
り多数のサービスプロバイダおよび広範なサービスの集合をネットワークアクセスノード
がサポートすることを可能にするように、現在のANQP方式を拡張する。本明細書において
説明される態様は、たとえば、クエリが向けられるべき特定のプロバイダをクライアント
デバイスが示すことを可能にすることによって、ANQPを拡張することができる。改良され
たANQPは、クライアントデバイスと関連付けられるサービスプロバイダがネットワークア
クセスノードによってサービスされているサービスプロバイダとのローミング関係を有す
るかどうかとは無関係に、ネットワークアクセスノードによって実行され得る。クライア
ントデバイスは、ローミングが利用可能であるかどうかを決定するために、ネットワーク
アクセスノードにクエリすることができる。クエリの少なくとも3つのモードの実装は本
明細書において説明される態様において提供されることがあり、ここで、クエリの3つの
モードはANQPおよびサービスクエリに関係する他のプロトコルに対して有用であり得る。
【００３６】
　クライアントデバイスは、改良されたクエリの一部としてサービングネットワーク識別
子を使用することができる。改良されたクエリは、1つまたは複数のサービングネットワ
ーク識別子を含み得る。すなわち、クエリは1つまたは複数のサービングネットワーク識
別子を対象とし得る。サービングネットワーク識別子は、クライアントデバイスによって
選択され得る。サービングネットワーク識別子の例には、サービスセット識別子(SSID)、
公衆陸上移動通信網識別子(PLMN ID)、サービスプロバイダ識別子(SPI)、およびネットワ
ークアクセス識別子(NAI)領域があり得る。このリストは例示的であり限定するものでは
ない。
【００３７】
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　1つまたは複数のサービングネットワーク識別子の選択により、クライアントデバイス
は、RAN共有が広告されるときに改良されたクエリを特定のサーバに向けることが可能に
なり得る。言及を簡単にするために、この特定のサーバは、本明細書ではサービスクエリ
プロトコルサーバ(SQPサーバ)と呼ばれ得る。これにより、ネットワークアクセスノード
が、異なるサービス、機能、および/または特性をネットワークアクセスノードに各々提
供する複数の接続アクセスネットワークプロバイダと関連付けられることが可能になり得
る。
【００３８】
　説明を目的に、本明細書において説明される態様において提示される拡張または改良さ
れたクエリプロトコル(たとえば、拡張または改良されたANQP)は、サービスクエリプロト
コル(SQP)と呼ばれる。しかしながら、WLANにおいて使用されるANQP、またはセルラーLAN
において使用される3GPPクエリプロトコルなどの、プロトコルの任意の拡張または改良が
、本明細書において説明される態様の実装から利益を得られることが理解されるだろう。
したがって、たとえば、本明細書において説明される方法および装置の態様は、限定はさ
れないが、IEEE 802.11、Wi-Fi、および/またはHotspot 2.0のもとで定義されるアクセス
ポイント(AP)、ならびに3GPP規格のもとで定義されるeNodeBなどの、すべてのタイプのワ
イヤレスおよびセルラーLANネットワークアクセスノードに対して有用である。言及を簡
単にするために、任意のタイプのワイヤレスおよび/またはセルラーLANネットワークアク
セスノードが、本明細書ではネットワークアクセスノードと呼ばれる。サービングネット
ワーク識別子を含むSQPクエリを受信すると、ネットワークアクセスノードは、そのよう
なサービングネットワーク識別子と関連付けられるSQPサーバがあるかどうかを決定する
ことができる。ある場合、ネットワークアクセスノードは、SQPクエリを関連するSQPサー
バにルーティングすることができ、関連するSQPサーバが次いで、応答をクライアントデ
バイスにルーティングすることができる。関連するSQPサーバがない場合、ネットワーク
アクセスノードは、SQPクエリをデフォルトサーバにルーティングすることができる。
【００３９】
　たとえばRAN共有を行うAPのサービングネットワークのためのサービスプロバイダおよ
びサービス情報をクライアントデバイスが発見することを可能にする、方法および装置が
本明細書において開示される。
【００４０】
動作環境
　図1は、従来技術によるネットワークアーキテクチャ100を示す。図2は、本明細書にお
いて説明される例示的な態様によるネットワークアーキテクチャ200を示す。図1および図
2は簡略化された図であり、混乱を減らすために、当業者によく知られている多くの特徴
が図1および図2から省略されていることが理解されるだろう。
【００４１】
　図1は、複数のサービスプロバイダ102A、102B、102C、102D、...、102X(本明細書では
個々にまたは集合的にサービスプロバイダ102と呼ばれる)を示す。サービスプロバイダ10
2は、パケットデータネットワーク(たとえば、インターネット)などのネットワーク101の
中に存在するものとして図示されている。各サービスプロバイダ102は、様々なクライア
ントデバイス104、106、108、110、112の証明書をホストし得る。証明書は、認証、認可
、および課金(AAA)サーバ103A、103B、103C、103D、...、103X(本明細書では個々にまた
は集合的にAAAサーバ103と呼ばれる)に記憶され得る。証明書は、ソーシャルネットワー
キングサイトサービスプロバイダおよび/または検索エンジンサイトサービスプロバイダ
などの、サービスプロバイダの証明書を含み得る。各サービスプロバイダ102は通常、接
続アクセスネットワークプロバイダ114、116、118との料金請求関係を保持する。
【００４２】
　接続アクセスネットワークプロバイダ114、116、118(モバイルネットワーク事業者(MNO
)と呼ばれることがある)は、クライアントデバイス104、106、108がサービスプロバイダ1
02によって提供されるサービスにアクセスするためのセッションをホストすることができ
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る(すなわち、接続アクセスネットワークプロバイダ114、116、118がサービスプロバイダ
102との関係を有し、クライアントデバイス104、106、108がサービスを契約していると仮
定する)。接続アクセスネットワークプロバイダ114、116、118は通常、サービスプロバイ
ダ102によって定義される契約の制限を実施する。接続アクセスネットワークプロバイダ
はまた、当業者により理解されるようなサービスプロバイダであり得る。
【００４３】
　各接続アクセスネットワークプロバイダ114、116、118はまた、それぞれのAAAサーバ12
0、122、124を含み得る。各接続アクセスネットワークプロバイダ114、116、118はまた、
それぞれのモビリティ管理エンティティ(MME)126、128、130を含み得る。MME126、128、1
30、およびAAAサーバ120、122、124は、複数の層からなるプロトコルスタックとして表現
され得る。接続アクセスネットワークプロバイダ114、116、118は、たとえば、LTEなどの
3GPP規格に従って動作し得る。
【００４４】
　図1はさらに、1つまたは複数の無線アクセスネットワーク(RAN)プロバイダ132、134を
示す。RANプロバイダ132は、ネットワークアクセスノード131(たとえば、evolved node B
、eNodeB、またはeNB)を介して、1つまたは複数の接続アクセスネットワークプロバイダ1
14、116、118のためのアクセスをホストする。複数の接続アクセスネットワークプロバイ
ダ114、116、118にRANプロバイダ132を共有させる行為は、RAN共有と呼ばれ得る。説明を
簡単にするために、RANプロバイダ132は、3GPP規格に従って複数のネットワークアクセス
ノード131を動作させるものとして図示される。RAN共有は3GPP規格において定義されてい
るが、RAN共有はIEEE 802.11規格では定義されていない。
【００４５】
　RANプロバイダ134は、IEEE 802.11に従ってアクセスポイント(AP)133を動作させること
ができる。少なくとも、RAN共有がIEEE 802.11では定義されていないので、RANプロバイ
ダ134は、接続アクセスネットワークプロバイダを介することとは対照的に、1つまたは複
数のサービスプロバイダと直接通信する。
【００４６】
　2つのRANプロバイダ132、134だけが図1に示されているが、複数のRANプロバイダが任意
の地理的エリアに存在し得ることが理解されるだろう。
【００４７】
　RANプロバイダ132、134は、クライアントデバイス104、106、108、110、112のためのア
クセスをホストし得る。RANプロバイダ132は、複数の接続アクセスネットワークプロバイ
ダ114、116、118の各々によって定義され、そしてサービスプロバイダ102によって定義さ
れ得る、契約の制限を実施することができる。複数の接続アクセスネットワークプロバイ
ダ114、116、118の少なくとも1つが、複数のサービスプロバイダ102と関連付けられ得る
。RANプロバイダ134は、サービスプロバイダ102によって定義される契約の制限を実施す
ることができる。サービスプロバイダ102は、RANプロバイダ132のネットワークアクセス
ノード131(たとえば、eNB)およびRANプロバイダ134のAP133(たとえば、ネットワークアク
セスノード)との料金請求関係を保持し得る。契約の制限は、たとえば、データ使用量お
よび/または時間に対する制限であり得る。
【００４８】
　クライアントデバイスの数が継続的に増えるにつれて、所与のRANに接続されるクライ
アントデバイスの数、および/または所与のRANの所与のネットワークアクセスノードは、
高い確率で増えるであろう。さらに、ネットワークの第1のタイプを介したクライアント
デバイスからサービスプロバイダへの通信が第2のタイプのネットワークにオフロードさ
れる、インターワーキングのプロセスがさらにより一般的なものになるであろうと予想さ
れる。したがって、クライアントデバイスが、ユーザの介入の必要なく、あるタイプのネ
ットワーク(たとえば、3GPP)と別のタイプのネットワーク(たとえば、IEEE 802.11)とを
シームレスな方式で透過的に/自律的に切り替えることを可能にすることが、望ましい。
しかしながら、現在は、ユーザの介入が通常は必要である。例として、クライアントデバ



(13) JP 6708647 B2 2020.6.10

10

20

30

40

50

イスがセルラーLANからワイヤレスLANに接続を移すことが必要であるとき(たとえば、ホ
テルまたはWLANが準備されている公園もしくは大量輸送機関に入るとき)、ユーザは通常
、クライアントデバイスの地理的エリア中にあるワイヤレスLANのリストから、適切なワ
イヤレスLANを探索して選択することがある。ユーザは次いで、選択されたワイヤレスLAN
へのアクセス権を得るために、パスワードを取得して手動で入力することがある。
【００４９】
　ワイヤレスLANの場合、所与のRANプロバイダ(たとえば134、図1)のAP(たとえば133、図
1)が限られた数のサービスプロバイダへの接続を有するので、クライアントデバイスは、
クライアントデバイスと関連付けられるサービスプロバイダとのサービス合意を有するAP
を発見することに成功する前に(かつそれが成功するとしても)、複数のAPとの通信を試み
ることが必要であり得る。
【００５０】
　したがって、所望のサービスプロバイダへの接続を取得するために複数のWLANを選択し
てそれに接続する手動のプロセスを少なくとも避けるために、IEEE 802.11におけるRAN共
有を実装することが有益であろう。このようにして、単一のAPが、様々な複数のサービス
を提供する様々な複数のサービスプロバイダへのアクセスを各々ホストする、複数の接続
アクセスネットワークをホストすることができる。IEEE 802.11におけるRAN共有の実装に
より、クライアントデバイスは、複数の接続アクセスネットワークによってホストされる
複数のサービスプロバイダ(および/またはサービス)の中から所望のサービスプロバイダ(
および/またはサービス)を見つける確率がより高くなり得る。
【００５１】
　しかしながら、APへのクエリは現在、IEEE 802.11およびWiFi Allianceによって定義さ
れる、アクセスネットワーククエリプロトコル(ANQP)を使用して実装される。ANQPは、ク
ライアントデバイスが、APレベルで、どのサービスがAPによって提供されるかを決定する
ことを可能にする。これは現在はうまくいっており、それは、APに対しては、接続プロバ
イダとアクセスプロバイダが同じエンティティであるからである。クライアントデバイス
は、接続プロバイダとアクセスプロバイダが同じエンティティであるという仮定のもとで
のみ、どのサービスがAPの背後にあるかを決定できる。現在存在するようなANQPは、単一
のAPにおける複数の接続プロバイダを考慮せず、それをサポートする能力もない。
【００５２】
　クライアントデバイス104、106、108、110、112は、サービスプロバイダ102の証明書を
ホストし、RANプロバイダ132、134を介してサービスに接続し得る。各クライアントデバ
イス104、106、108、110、112は、それぞれのメモリ回路(図示されず)に証明書を記憶し
得る。RANプロバイダ132を介してサービスにアクセスするクライアントデバイス104、106
、108は、複数の接続アクセスネットワークプロバイダ114、116、118のうちの1つの選択
を介して、どのサービスプロバイダおよび/またはサービスに接続すべきかを決定する。
【００５３】
　RANプロバイダ134を介してネットワークサービスにアクセスするクライアントデバイス
108、110、112は、どのネットワークサービスに接続すべきかを決定するための能力が限
られており、それは、各AP133が、従来技術では、複数の接続アクセスネットワークプロ
バイダのためのホストサービスに対して定義されない単一のエンティティであるものとし
て知られているからである。
【００５４】
　図2は、本明細書において説明される例示的な態様によるネットワークアーキテクチャ2
00を示す。例示的なネットワークアーキテクチャ200は、次世代(5G)ネットワークアーキ
テクチャを表すものであり得るが、本明細書において提示される態様は、図2の例示的な
ネットワークアーキテクチャ200に限定されない。
【００５５】
　図2は、複数のサービスプロバイダ202A、202B、202C、202D、...、202X(本明細書では
個々にまたは集合的にサービスプロバイダ202と呼ばれる)を示す。サービスプロバイダ20
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2は、パケットデータネットワーク(たとえば、インターネット)などのネットワーク201の
中に存在するものとして図示されている。各サービスプロバイダ202は、クライアントデ
バイス204、206、208、210、212などの様々なクライアントデバイスの証明書をホストし
得る。証明書は、認証、認可、および課金(AAA)サーバ203A、203B、203C、203D、...、20
3X(本明細書では個々にまたは集合的にAAAサーバ203と呼ばれる)に記憶され得る。証明書
は、ソーシャルネットワーキングサービスプロバイダおよび/または検索エンジンサービ
スプロバイダなどの、サービスプロバイダの証明書を含み得る。各サービスプロバイダ20
2は通常、接続アクセスネットワークプロバイダ214、216、218との料金請求関係を保持す
る。
【００５６】
　接続アクセスネットワークプロバイダ214、216、218(モバイルネットワーク事業者(MNO
)と呼ばれることがある)は、クライアントデバイス204、206、208、210、212がサービス
プロバイダ202によって提供されるサービスにアクセスするためのセッションをホストす
ることができる(すなわち、接続アクセスネットワークプロバイダ214、216、218がサービ
スプロバイダ202との関係を有し、クライアントデバイス204、206、208、210、212がサー
ビスを契約していると仮定する)。接続アクセスネットワークプロバイダ214、216、218は
通常、サービスプロバイダ102によって定義される契約の制限を実施する。接続アクセス
ネットワークプロバイダはまた、当業者に知られているようなサービスプロバイダであり
得る。接続アクセスネットワークプロバイダ214、216、218は、たとえば、3GPP規格およ
び/またはIEEE 802.11規格に従って動作し得る。
【００５７】
　各接続アクセスネットワークプロバイダ214、216、218はまた、サービスクエリプロト
コルサーバ(SQPサーバ)215、217、219と本明細書では識別を簡単にするために呼ばれる、
それぞれのサーバを含み得る。SQPサーバは以下で説明される。各接続アクセスネットワ
ークプロバイダ214、216、218はまた、それぞれのAAAサーバ220、222、224を含み得る。
各接続アクセスネットワークプロバイダ214、216、218はまた、それぞれのモビリティ管
理エンティティ(MME)226、228、230を含み得る。各接続アクセスネットワークプロバイダ
214、216、218はまた、それぞれのサービングゲートウェイ(SGW)227、229、231を含み得
る。SQPサーバ215、217、219、AAAサーバ220、222、224、MME226、228、230、およびSGW2
27、229、231は、複数の層からなるプロトコルスタックとして表現され得る。AAAサーバ
、MME、およびSGWの通常の動作および機能は、当業者には知られている。
【００５８】
　図2はさらに、1つまたは複数のRANプロバイダ232、234を示す。例示を簡単にするため
に、RANプロバイダ232は、3GPP規格に従って複数のネットワークアクセスノード236(たと
えば、eNB)を動作させるものとして図示されるが、RANプロバイダ234は、IEEE規格に従っ
て1つのネットワークアクセスノード238(たとえば、AP)を動作させるものとして図示され
る。RANプロバイダは、任意の数のネットワークアクセスノードを動作させることができ
ることが理解されるだろう。
【００５９】
　本明細書において説明される態様は、ネットワークアクセスノードをホストする接続ア
クセスネットワークプロバイダ間でのRAN共有を容易にする(たとえば、そのようなノード
は1つまたは複数のIEEE規格に従って動作し得る)。図2の例示的な態様では、第1のRANプ
ロバイダ232と第2のRANプロバイダ234の両方が、たとえば3GPP規格および/またはIEEE規
格に関連してRAN共有をサポートし得る。図2の例示的な態様では、接続アクセスネットワ
ークプロバイダA214、接続アクセスネットワークプロバイダB216、および接続アクセスネ
ットワークプロバイダC218が、第1のRANプロバイダ232および第2のRANプロバイダ234を共
有する。しかしながら、本明細書において説明される態様は図2において例示されるRAN共
有の状況に限定されず、接続アクセスネットワークプロバイダの任意の組合せが1つまた
は複数のRANを共有し得ることが理解されるだろう。
【００６０】
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　2つのRANプロバイダ232、234だけが図2に示されているが、複数のRANプロバイダが任意
の地理的エリアに存在し得ることが理解されるだろう。加えて、APがeNBと併置されるこ
とが可能であることが理解されるだろう。
【００６１】
　RANプロバイダ232、234は、クライアントデバイス204、206、208、210、212のためのア
クセスをホストし得る。RANプロバイダ232、234は、接続アクセスネットワークプロバイ
ダ214、216、218によって定義され、そしてサービスプロバイダ202によって定義され得る
、契約の制限を実施することができる。サービスプロバイダ202は、第1のRANプロバイダ2
32のネットワークアクセスノード236および第2のRANプロバイダ234のネットワークアクセ
スノード238との料金請求関係を保持し得る。契約の制限は、たとえば、データ使用量お
よび/または時間に対する制限であり得る。
【００６２】
　クライアントデバイス204、206、208、210、212は、サービスプロバイダ202の証明書を
ホストし、RANプロバイダ232、234を介してサービスに接続し得る。各クライアントデバ
イス204、206、208、210、212は、それぞれのメモリ回路(図示されず)に証明書を記憶し
得る。クライアントデバイス204、206、208、210、212は、ネットワークアクセスノード2
36、238のRAN共有に参加している複数の接続アクセスネットワークプロバイダ214、216、
218のうちの1つに送信されるSQPクエリを介して、どの接続アクセスネットワークプロバ
イダ、サービスプロバイダ、および/またはサービスに接続すべきかを決定することがで
きる。一態様では、SQPクエリは、たとえばSQPサーバ215、217、219に転送され得る。
【００６３】
　本明細書では、サービングネットワークは、1つまたは複数のサービスプロバイダ202、
1つまたは複数の接続アクセスネットワークプロバイダ214、216、218、または、少なくと
も1つのサービスプロバイダと少なくとも1つの接続アクセスネットワークプロバイダの組
合せを備え得る。サービングネットワーク識別子は、サービングネットワークを識別する
ために使用され得る。
【００６４】
　図3は、本明細書において説明される例示的な態様による別のネットワークアーキテク
チャ300を示す。図3のネットワークアーキテクチャ300は、図2のネットワークアーキテク
チャと同様である。図3は、複数のサービスプロバイダ302A、302B、302C、302D(本明細書
では個々にまたは集合的にサービスプロバイダ302と呼ばれる)を示す。サービスプロバイ
ダ302は、パケットデータネットワーク(たとえば、インターネット)などのネットワーク3
01の中に存在するものとして図示されている。接続アクセスネットワークプロバイダ314
、316、318(モバイルネットワーク事業者(MNO)と呼ばれることがある)は、クライアント
デバイスA-E(すなわち、クライアントデバイス304、306、308、310、312)がサービスプロ
バイダ302によって提供されるサービスにアクセスするためのセッションをホストし得る
。図3はさらに、第1のRANプロバイダ332および第2のRANプロバイダ334を示す。第1のRAN
プロバイダ332および第2のRANプロバイダ334は、クライアントデバイス304、306、308、3
10、312のためのアクセスをホストし得る。
【００６５】
　図3はさらに、各々がサービングネットワーク識別子によって識別される、4つの例示的
なサービングネットワークを示す。サービングネットワークA340は、サービスプロバイダ
A302Aを含み、第1のサービングネットワーク識別子(サービングネットワーク識別子A)に
より識別される。サービングネットワークB342は、接続アクセスネットワークプロバイダ
A314を含み、第2のサービングネットワーク識別子(サービングネットワーク識別子B)によ
り識別される。サービングネットワークC344は、接続アクセスネットワークプロバイダB3
16、サービスプロバイダB302B、およびサービスプロバイダC302Cを含む。サービングネッ
トワークC344は、第3のサービングネットワーク識別子(サービングネットワーク識別子C)
により識別される。サービングネットワークD346は、接続アクセスネットワークプロバイ
ダB316および接続アクセスネットワークプロバイダC318を含み、第4のサービングネット
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ワーク識別子(サービングネットワーク識別子D)により識別される。上で述べられたよう
に、サービングネットワークは、1つまたは複数のサービスプロバイダ302、1つまたは複
数の接続アクセスネットワークプロバイダ314、316、318、または、少なくとも1つのサー
ビスプロバイダと少なくとも1つの接続アクセスネットワークプロバイダの組合せを備え
得るので、多くの追加の組合せが可能である。
【００６６】
情報の要素
　本明細書では、サービスパラメータは情報の1つまたは複数の要素を含み得る。言い換
えると、サービスパラメータは、情報の要素の集合からなり得る。サービスパラメータは
、たとえば、ネットワークプロバイダまたはサービスプロバイダの特徴もしくは態様を参
照するものであり得る。
【００６７】
　情報の要素は、サービングネットワーク識別子と関連付けられるネットワークまたはエ
ンティティ(たとえば、接続アクセスネットワーク、サービスプロバイダ)の態様を記述し
、定義し、かつ/またはそれに関連し得る。情報の1つまたは複数の要素の評価は、サービ
ングネットワーク識別子と関連付けられるサービングネットワークの選択を容易にし得る
。一態様では、情報の要素は、第1のサービングネットワーク識別子と関連付けられるネ
ットワークによってサポートされる1つまたは複数のネットワーク能力を記述し得る。情
報の要素は、SQPサーバの記憶デバイス(たとえば、メモリ回路)に記憶され得る。一態様
では、情報の任意の要素と関連付けられる値がネットワークによって設定され得る。
【００６８】
　サービスパラメータの例は、「インターワーキング」であり得る。インターワーキング
サービスパラメータは、情報の複数の要素を含み得る。インターワーキングサービスパラ
メータに関する情報の要素の一例は、「アクセスネットワークタイプ」(たとえば、自由
公衆網、課金可能公衆網、私設網、ゲストアクセスを有する私設網、パーソナルデバイス
ネットワーク)であり得る。インターワーキングサービスパラメータに関する情報の要素
の他の例は、「場所グループ」(たとえば、ビジネス、教育、屋外)および「場所タイプ」
(たとえば、競技場、博物館、レストラン、個人の住宅)を含み得る。上で列挙された情報
の要素の各々が、図4に提示される情報の要素の例406、408、410に含まれる。
【００６９】
　図4は、本明細書において説明されるような情報の要素の態様および特徴の説明に関連
して有用であり得る、例示的な表400の概念図である。図4の表400において表されるデー
タは、SQPサーバ(たとえば2000、図20)のメモリ回路中の多次元(たとえばn次元、ここでn
≧2)のデータベースに記憶され得ることが理解されるだろう。その上、図4の表において
表されるデータは例示的であり限定的ではないことが理解されるだろう。図4の表に示さ
れるように、情報の要素402は表400の行の中に提示されているが、各ネットワークアクセ
スノードおよびサービスプロバイダに関連するパラメータの値は表400のそれぞれの列404
の中に提示されている。表400は、空間の制約により、接続アクセスネットワーク識別子(
CAN ID)AのネットワークアクセスノードA～L、CAN ID MのネットワークアクセスノードA
～N、サービスプロバイダA、サービスプロバイダB、およびサービスプロバイダXの描写に
限られており、ここでA、L、M、N、およびXは関連しない正の整数である。
【００７０】
　参照番号410により識別される行において識別される情報の要素と関連付けられるデー
タの列の中のセルは、空間の制約により、また、当業者はそれらのセルに記録されるであ
ろう情報のタイプを理解するので、空のままにされている。たとえば、当業者は、「CAN
またはSPを識別するアイコンに対するユーザフレンドリーな名前および/もしくはリンク
」が施設の一般的な名前(たとえば、マイクのホットドッグ)を指し得ることを理解するこ
とが可能であり、アイコンへのリンクという概念およびその使用法を理解する。基本サー
ビスセット識別情報(BSSID)は、各基本サービスセット(BSS)を一意に識別し得る。たとえ
ば、インフラストラクチャBSSでは、BSSIDは、ワイヤレスアクセスポイント(WAP)のMACア
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ドレスである。MACアドレスの概念は、当業者にはよく理解される。サービスセット識別
子(SSID)は、拡張サービスセット(ESS)または独立基本サービスセット(IBSS)の最大で32
バイトの識別子であり得る。SSIDは、複数の、場合によっては重複するBSSにおいて使用
され得る。AAAサーバ情報は、AAAサーバに接続するための識別子を提供し得るが、当業者
に知られているような代替的な情報も備え得る。オンラインサインアップ(OSU)可用性は
、サービスプロバイダのネットワークアクセスノードがオンラインの機能またはサービス
にサインアップする能力を提供するかどうかを示すために使用され得る。AAAサーバ情報
と同様のOSUサーバ情報は、OSUサーバに接続するための識別子を提供し得るが、当業者に
知られているような代替的な情報も備え得る。場所グループは、グループがビジネス、教
育、屋外活動などに関連するかどうかによって例示され得る。場所タイプは、場所が競技
場、博物館、個人の住宅、レストランなどであるかどうかによって例示され得る。ネット
ワーク認証タイプは、当業者にはよく理解される。例には、Wi-Fi protected access(WPA
およびWPA2)、wired equivalent privacy(WEP)、802.1X認証、secure sockets layer(SSL
)、IP SECなどがある。ネットワークアクセス識別子(NAI)領域リスト/情報は、自身のネ
ットワークまたはサービスが、ネットワークアクセスノードを介してアクセス可能である
SSPまたは他のエンティティに対応するNAI領域、および、表400に記載され得る、そのNAI
領域が認証のために使用する1つまたは複数の拡張可能認証プロトコル(EAP)方法サブフィ
ールドのリストなどの他の情報を提供し得る。第3世代セルラーネットワーク可用性情報
は、ネットワーク広告情報などのセルラー情報、たとえば、3GPP TS 24.234のAnnex Aに
おいて定義されるような3GPPネットワークにアクセスするためのAPを選択する際に3GPP非
AP STAを支援するための、ネットワークコードおよび国コードを含み得る。緊急警報シス
テムメッセージユニフォームリソースアイデンティファイアは、当業者には理解されるは
ずである。アクセスノード地理空間位置は、緯度-経度での座標として理解される。アク
セスノード市街位置は、住所であり得る。表400は、所与のネットワークアクセスノード
またはサービスプロバイダがインターネット接続を与えるかどうかを識別し得る。インタ
ーワーキングに関連して、表400は、アクセスのために追加のステップが必要(ASRA:addit
ional step required for access)インジケータをアクセスネットワークが必要とするか
どうかを示し得る。表400は、アクセスネットワークのタイプ(たとえば、自由公衆網、課
金可能公衆網、ゲストアクセスを有する私設網など)を識別し得る。表400は、自身のネッ
トワークがこのネットワークアクセスノードを介してアクセス可能であるローミングコン
ソーシアムの識別子を記録し得る。この識別子はIPアドレスタイプ(たとえば、IPv6、IPv
4)を識別し得る。表400は、リンクステータス(たとえば、リンクが上りであるか、下りで
あるか、またはテスト状態であるか)を識別し得る。とりわけ、表400は、たとえば、追加
のクライアントデバイスがネットワークアクセスノードに接続することを許可されないか
どうかを示すことによって、ネットワークアクセスノードに余力がないかどうかを識別し
得る。情報の多くの他の要素が図4の表400に記憶され得る。
【００７１】
　各サービスプロバイダおよび/またはネットワークアクセスノードは、サービスプロバ
イダおよび/またはネットワークアクセスノードのデフォルトリストに対する要求に応答
して選択的に識別されることがあり、また、サービスプロバイダおよび/またはネットワ
ークアクセスノードの識別子が公衆ブロードキャスト(たとえば、ビーコン信号でのブロ
ードキャスト)から省略されようにするために、隠されているものとして選択的に識別さ
れることがある。図4の表400の最初の2つの行406は、そのような識別が遂行され得る1つ
の方法を示す。所与のサービスプロバイダおよび/またはネットワークアクセスノードが
デフォルトグループに含まれるか隠されたグループに含まれるかの指示が、1つまたは2つ
のフラグによって表され得る。2つのフラグを使用すると、第1のフラグはデフォルトグル
ープに含まれることを識別することができ、第2のフラグは隠されたグループに含まれる
ことを識別することができる。サービスプロバイダおよび/またはネットワークアクセス
ノードは、デフォルトのグループと隠されたグループの両方の一部ではあり得ないので、
フラグは通常、デフォルトグループと隠されたグループの両方ではなくいずれかに対して
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設定される。したがって、デフォルトグループに含まれることを示すために第1の状態に
設定され、隠されたグループに含まれることを示すために第2の状態に設定される、1つの
フラグを使用することも可能であり得る。所与のグループに含まれることを示す他の方法
が、本明細書において説明される態様の範囲内で許容可能である。図4の表400の最初の2
つの行406において識別される値は、本明細書において提示される態様において説明され
る、クエリの第1のモードに属するものとして識別されるクエリに関連して有用であり得
る。クエリが複数のモードのうちの第1のモードに従って構成されるとき、および、クエ
リとともに含まれる情報の要素がヌル値であるとき、図4の表400の最初の2つの行406は、
クエリに対する応答の準備を容易にし得る(これは本明細書では「デフォルト応答」と呼
ばれ得る)。したがって、図4の表400の最初の2つの行406のセルに割り当てられる値(1ま
たは0)は、デフォルト応答に含まれることを望む/望まない接続アクセスネットワークお
よび/またはサービスプロバイダ、ならびに、ネットワークアクセスノード能力のブロー
ドキャストから自身の識別情報を隠すことを望む/望まない接続アクセスネットワークお
よび/またはサービスプロバイダを識別するために使用され得る。
【００７２】
　図4に示されるように、表400は、接続アクセスネットワークの各サービスプロバイダお
よび/またはネットワークアクセスノードと関連付けられるサービスを識別することがで
き(たとえば、参照番号408と関連付けられる行を参照されたい)、そこで、ネットワーク
サービスの識別子が列挙されている。たとえば、限定ではなく例示のみを目的として、ネ
ットワークサービス識別子Pは、voice over IPサービスの可用性を示すために使用される
ことがあり、ネットワークサービス識別子Qは、voice over LTEサービスの可用性を示す
ために使用されることがあり、ネットワークサービス識別子Rは、ストリーミングビデオ
サービスの可用性を示すために使用されることがあり、ネットワークサービス識別子Sは
、全地球測位システム(GPS)サービスの可用性を示すために使用されることがある。他の
非限定的で例示的なサービスは、たとえばキャリアアグリゲーションを含むことがあり、
多入力多出力アンテナサービスの使用が説明される態様の範囲内にある。
【００７３】
　ネットワークアクセスノードおよび/またはサービスプロバイダと関連付けられる情報
の追加の要素(たとえば、参照番号410と関連付けられる行を参照されたい)、は、限定は
されないが、ネットワークアクセスノードと関連付けられる接続アクセスネットワークプ
ロバイダ/サービスプロバイダの名前、アイコン、および/または他のタイプの識別情報、
認証、認可、課金(AAA)サーバに関する情報(たとえば、ネットワークアクセスノード、接
続アクセスネットワーク、および/またはサービスプロバイダのAAAサーバ)、オンライン
サインアップ(OSU)の可用性およびOSUサーバ情報、ネットワークアクセスノードと関連付
けられる場所(たとえば、場所グループおよび/または場所タイプ)、ネットワークアクセ
スノードにより要求される、またはそれとともに利用可能であるネットワーク認証タイプ
(たとえば、契約条件の受け入れ、オンライン登録のサポート、HTTP/Sリダイレクト、DNS
リダイレクト)、ネットワークアドレス識別子(NAI)領域情報(たとえば、ネットワークア
クセスノードを通じてアクセス可能なNAI領域の識別情報)、ネットワークアクセスノード
を通じて利用可能な第3世代携帯電話セルラーネットワークについての情報、緊急警報シ
ステム(EAS)メッセージユニフォームリソースアイデンティファイア、たとえば電話番号
とネットワークアクセスノードの地理空間位置および市街位置とを含む緊急通報命令、ネ
ットワークコード、国コード、インターネット接続性(たとえば、可用性)、ネットワーク
アクセスノードおよび/または接続アクセスネットワークのタイプ(たとえば、自由公衆網
、課金可能公衆網、ゲストアクセスを有する私設網、パーソナルデバイスネットワークな
ど)、自身のネットワークがネットワークアクセスノードを介してアクセス可能であるロ
ーミングコンソーシアムの識別子、IPアドレスタイプ(たとえば、IPv6、IPv4)、リンクス
テータス(たとえば、上りリンク、下りリンク、テスト状態のリンク)、余力なし(たとえ
ば、追加のクライアントデバイスがネットワークアクセスノードに接続することが許可さ
れない場合1に設定される)、ダウンリンク(DL)速度(たとえば、kbps単位のバックホール
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リンクのダウンリンク速度)、およびアップリンク(UL)速度(たとえば、kbps単位のバック
ホールリンクのアップリンク速度)を含み得る。加えて、または代替的に、情報の要素は
、限定はされないが、基本サービスセット識別情報(BSSID)およびサービスセット識別子(
SSID)などの、通常はIEEE規格と関連付けられ得るover-the-air情報要素(IE)を含み得る
。情報の要素に対して与えられる名前の一部またはすべてが、IEEE ANQPに対して定義さ
れる情報要素の名前と同一であり、またはそれに類似していることがあるが、この同一性
または類似性は偶然であり、本明細書において説明される情報の任意の要素の定義または
使用を何ら制限するものではない。
【００７４】
　情報の要素は、ワイルドカード文字を含む文字の集合によってクエリにおいて識別され
得る。複数のワイルドカード文字も許容可能である。一態様によれば、ワイルドカード文
字は、文字の集合中の文字のいずれをも表し得る。したがって、1つまたは複数のワイル
ドカード文字を使用するクエリは、望ましくは、クエリが複数の結果を含むようにし得る
。理解されるように、ワイルドカード文字は、文字列において任意の他の文字の代替物と
して機能し得る。たとえば、「voice over *」などの情報の要素を含む検索(ここで*がワ
イルドカード文字を表す)は、たとえば「voice over IP」および「voice over LTE」に関
連する結果を返し得る。
【００７５】
　ネットワークアクセスノードは、第1のサービングネットワーク識別子によって識別さ
れるサービングネットワークと直接関連付けられることがある。いくつかの態様によれば
、情報の1つまたは複数の要素は、サービングネットワークによってサポートされるサー
ビスを決定するために使用され得る。情報の1つまたは複数の要素は、サービングネット
ワークの少なくとも1つの能力を定義することができ、サービングネットワークの少なく
とも1つの能力は、限定はされないが、サービスプロバイダ識別情報(SPI)、認証のタイプ
、オンラインサインアップ(OSU)の可用性、OSUサーバ情報、および/または、認証、認可
、課金(AAA)サーバ情報を含み得る。いくつかの態様によれば、サービスプロバイダ識別
情報(SPI)は、サービスプロバイダの名前および/またはサービスプロバイダを表すアイコ
ンの規定を含むことがあり、名前およびアイコンは、クライアントデバイスのディスプレ
イスクリーン上での表示のためのフォーマットで提供される。いくつかの態様では、情報
の1つまたは複数の要素は、サービングネットワークの1つの能力に対する制限を含み得る
。
【００７６】
　クライアントデバイスは、サービスパラメータを取得すると決定する前に、ネットワー
クアクセスノードから複数のサービングネットワーク識別子を受信することができる。受
信は、クライアントデバイスとネットワークアクセスノードとの間のワイヤレス通信を介
して遂行され得る。いくつかの態様では、複数のネットワーク識別子は、クライアントデ
バイスとネットワークアクセスノードとの間のワイヤレス通信において、ネットワークア
クセスノードからのメッセージブロードキャストから、またはネットワークアクセスノー
ドからのユニキャストメッセージから、クライアントデバイスにおいて受信され得る。い
くつかの態様では、サービングネットワーク識別子は、サービスセット識別子(SSID)、公
衆陸上移動網識別子(PLMN ID)、サービスプロバイダ識別子(SPI)、またはネットワークア
クセス識別子(NAI)領域である。
【００７７】
　複数のサービングネットワーク識別子から第1のサービングネットワーク識別子を選択
するステップは、クライアントデバイスと第1のサービングネットワーク識別子によって
識別されるサービングネットワークとの間にすでに存在する関係が確立されているかどう
かに基づき得る。すでに存在する関係を有するサービングネットワークを選択するという
、選好があり得る。すでに存在する関係は、クライアントデバイスが第1のサービングネ
ットワーク識別子によって識別されるサービングネットワークとの契約を有するとき、お
よび/または、クライアントデバイスにおいて構成される選好されるサービングネットワ



(20) JP 6708647 B2 2020.6.10

10

20

30

40

50

ークのすでに存在するリストに第1のサービングネットワーク識別子が含まれるときに、
確立され得る。第1のサービングネットワーク識別子を選択するための他の方法が許容可
能である。
【００７８】
　いくつかの態様では、第1のサービングネットワーク識別子を決定するステップは、UE
デバイスにより保持される第1のサービングネットワークとの契約ステータスに基づいて
、複数のサービングネットワーク識別子から第1のサービングネットワーク識別子を選択
するステップを含み得る。いくつかの態様では、ワイヤレス通信を介して、第1のサービ
ングネットワークとクライアントデバイスとの間の契約が結ばれ、または更新され得る。
いくつかの態様では、クエリは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)上にアク
セスネットワーククエリプロトコル(ANQP)クエリを含むことがあり、または、非アクセス
層(NAS)メッセージもしくは無線リソース制御(RRC)メッセージを含むことがある。いくつ
かの態様では、第1のサービングネットワーク識別子および第2のサービングネットワーク
識別子は、異なるサーバを識別することがあり、かつ/または、2つのタイプのサービング
ネットワーク識別子を表すことがある。
【００７９】
　いくつかの態様では、クライアントデバイスは、デバイスが接続することを選択した、
または接続することを望むサービングネットワーク識別子(サービングネットワーク識別
子のタイプの例には、サービスセット識別子(SSID)タイプの識別子、公衆陸上移動網識別
子(PLMN ID)タイプの識別子、サービスプロバイダ識別子(SPI)タイプの識別子、およびネ
ットワークアクセス識別子(NAI)領域タイプの識別子がある)を、RAN共有がネットワーク
アクセスノードによって広告されるときに特定のSQPサーバへクエリを向けるためのSQPク
エリの一部として使用することができる。これにより、ネットワークアクセスノードが、
異なるサービス/機能/特性をネットワークアクセスノードにおいて各々提供する複数のサ
ービスプロバイダと関連付けられることが可能になる。サービングネットワーク識別子を
含むSQPクエリを受信すると、ネットワークアクセスノードは、サービングネットワーク
識別子と関連付けられるサーバ(たとえば、ANQP/SQPサーバ)があるかどうかを決定するこ
とができる。サーバがある場合、ネットワークアクセスノードは、クエリを関連するサー
バにルーティングすることができ、サーバからの応答をネットワークアクセスノードにル
ーティングする。関連するサーバがない場合、ネットワークアクセスノードは、クエリを
デフォルトサーバにルーティングすることができる。デフォルトサーバを動作させる/プ
ロビジョニングするサービスプロバイダに対応しないサービングネットワーク識別子を含
むクエリを受信すると、デフォルトサーバは、受信されたサービングネットワーク識別子
によって識別される、またはそれと関連付けられるサービスプロバイダに応答が特有では
ないという指示を追加して、クエリに返答することができる。
【００８０】
サービスクエリプロトコル(SQP)
　本明細書において説明される態様によれば、クライアントデバイス(たとえば、UE、STA
、端末)がネットワークアクセスノード(たとえば、AP、eNB)および/またはネットワーク
アクセスノードのサービングネットワークに関する情報を発見することを可能にするため
に、サービスクエリプロトコル(SQP)と本明細書において呼ばれるプロトコルが定義され
得る。いくつかの態様では、SQPは、デバイスが、ネットワークアクセスノードのサービ
ングネットワークのためのサービスプロバイダおよび他のサービス情報を発見することを
可能にし得る。本明細書では、ネットワークアクセスノードのサービングネットワークは
、ネットワークアクセスノードと関連付けられる、またはネットワークアクセスノードを
共有する、すべての接続アクセスネットワークプロバイダ/サービスプロバイダを含み得
る。SQPは、すべての使用可能な環境において有用であり得るが、各々が1つまたは複数の
サービス/サービスプロバイダをホストする複数の接続アクセスネットワークプロバイダ
をサービングネットワークが含む環境において、特に有用であり得る。
【００８１】
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　SQPはいくつかの特性を有し得る。第1の特性は、(有効時間までに)各接続アクセスネッ
トワークに関連して一度しかSQPクエリが実行される必要がないということであり得る。
言い換えると、SQPクエリと関連付けられる情報は、無期限に有効ではないことがある。
この情報は、期限切れ時間と関連付けられ得る。すなわち、この情報は、絶対的(たとえ
ば、月曜日の午後9時まで有効)または相対的(たとえば、これから3時間有効)であり得る
ある時間まで有効であるものとして、定義され得る。各接続アクセスネットワークは、接
続アクセスネットワーク識別子(CAN ID)によって識別され得る。CAN IDの例には、たとえ
ば、サービスセット識別子(SSID)、公衆陸上移動通信網識別子(PLMN ID)、サービスプロ
バイダ識別子(SPI)、およびネットワークアクセス識別子(NAI)領域タイプ識別子があり得
る。SQPクエリは、たとえば、クライアントデバイスが所与の接続アクセスネットワーク
と関連付けられる有効な契約を有するかどうかを決定するために、または新たな/認識さ
れていない接続アクセスネットワークにおいて新たな契約を準備するために、一度しか実
行される必要がないことがある。各接続アクセスネットワークに関連してSQPクエリが一
度しか実行される必要がないという特性は、たとえば、第1のネットワークアクセスノー
ドにおいて行われる第1のSQPクエリを考えると明らかであり得る。第1のネットワークア
クセスノードにおいて、デバイスが第1のネットワークアクセスノードと関連付けられる
所与のCAN IDと関連付けられるサービスを決定するためにSQPクエリを送信する場合、ク
ライアントデバイスは、最大である粒度で、同じCAN IDと関連付けられるすべての他のネ
ットワークアクセスノードにおいて、同じサービスが利用可能であると仮定することがで
きる。この態様において説明される粒度の概念は、トラッキングエリア(TA)を使用して例
示され得る。当業者に知られているように、トラッキングエリアは1つまたは複数のeNBを
定義し得る。したがって、この文脈における粒度は地理的エリアを示唆し得る。本明細書
では、粒度の概念をこの例に限定することを意図してはいない。現在馴染みのある、また
は将来そうなるであろう任意の識別子または頭字語が、そこから同じサービスが利用可能
であるeNBを識別するために、TAの代わりに使用され得る。代替的に、そこから同じサー
ビスが利用可能であるeNBのリストが、SQPクエリに応答して提供され得る。
【００８２】
　第2の特性は、SQPが契約の識別に対するサポートも含み得るということであり得る。た
とえば、契約の識別を要求するSQPクエリに応答して、有効な契約の存在を示す応答がデ
バイスにおいて受信され得る。この応答は、たとえば、クライアントデバイスのスクリー
ン上に表示され得る名前および/またはアイコンを含み得る。名前および/またはアイコン
は、デバイスが結合するRANプロバイダ、接続アクセスネットワークプロバイダ、および/
またはサービスプロバイダを識別するために使用され得る。
【００８３】
　加えて、SQPは、クライアントデバイスが利用可能なプロビジョニングのタイプについ
ての情報を、クライアントデバイスに提供し得る。たとえば、クライアントデバイスは、
すでに加入している接続アクセスネットワーク上で新たなサービスにサインアップするた
めに、SQPを使用することが可能であり得る。加えて、または代替的に、デバイスは、新
たなまたは認識されていない接続アクセスネットワークにおいて新たな契約を準備するこ
とができる。そのようなプロビジョニングは、オンラインサインアップ(OSU)と呼ばれ得
る。
【００８４】
　第3の特性は、SQPが、認証されていない非アクセス階層(NAS)接続または無線リソース
制御(RRC)接続において実施され、またはそれらを通じて実行可能にされ得るということ
であり得る。したがって、クライアントデバイスが特定のCAN IDによって識別される接続
アクセスネットワークに対する契約を有しない場合、それでもクライアントデバイスは、
接続アクセスネットワークにまず接続する必要なく、SQPを使用して、どのサービスが接
続アクセスネットワークから利用可能であるかを決定することができる。契約を有しない
が、特定のCAN IDによって識別される接続アクセスネットワークを通じて提供されるサー
ビスを得ることを試みることを、クライアントデバイスが決定する場合、クライアントデ
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バイスは、たとえば上で説明されたようなOSUを通じて、契約を取得することができる。
【００８５】
　第4の特性は、SQPが、ネットワークアクセスノードから送信されるビーコンまたはブロ
ードキャストからネットワークアクセスノードについての情報(たとえば、ネットワーク
アクセスノードによってブロードキャストされるシステム情報ブロック(SIB))を取得する
代わりに、またはそれに加えて、クライアントデバイスによってネットワークアクセスノ
ードに関する情報を取得するために使用され得るということであり得る。取得される情報
は、サービスパラメータ全般に関することがあり、または、サービスパラメータの側面も
しくは構成要素であり得る情報の要素に関することがある。
【００８６】
　SQPクエリに応答して取得される情報は、少なくともクライアントデバイスがその情報
についてネットワークアクセスノードにクエリすることの必要性を決定したので、クライ
アントデバイスに対して有用であり得る。言い換えると、クライアントデバイスによって
必要とされない情報を含み得る、要求されていないSIBとは異なり、SQPクエリへの応答は
通常、(SQPクエリを編成し、したがってその情報を必要としていたと考えられるのがクラ
イアントデバイスであったことを考慮すると)クライアントデバイスによって必要とされ
る情報しか含まない。
【００８７】
　第4の特性は、将来の要件およびサービスへとサポートを拡張することをより容易にし
得る。たとえば、セルラーLAN(たとえば、3GPP LTE)およびWLAN(たとえば、IEEE 802.11)
の両方において、ネットワークアクセスノードは通常、(たとえば、SIBなどのビーコンを
使用して)ネットワークアクセスノードによってサポートされるネットワークについての
基本情報をブロードキャストする。それ以上の情報をブロードキャストすることは、帯域
幅、時間、およびエネルギーのリソースを含む、リソースの非効率な使用である。しかし
ながら、SQPを使用することによって、大量の情報が、ネットワークアクセスノードから
クライアントデバイスに、ただし、必要とされているとクライアントデバイスが決定した
唯一無二の情報を要求したクライアントデバイスだけに提供され得る。
【００８８】
　各ネットワーク(たとえば、NASに対するMMEおよびRRCに対するeNB)は、ネットワークを
介してアクセスを提供する1つまたは複数のサービスプロバイダおよび/またはMNOにより
構成され得る。各サービスプロバイダ/MNOに対して、アクセス権をどのように得るかにつ
いての情報が構成され、(たとえば、DNSルックアップなどを介して)利用可能である。
サービスプロバイダ:
-　サービスプロバイダ識別情報(たとえば、名前、アイコン)、
-　認証のタイプ、
-　AAAサーバ情報、および
-　オンラインサインアップ(OSU)の可用性とOSUサーバ情報。
この情報は、SQPクエリ/応答を介してクライアントデバイスが利用可能であり得る。
【００８９】
　サービスパラメータおよびサービスパラメータに関する情報の要素などのSQPデータは
、SQPサーバと関連付けられるメモリデバイスに記憶され得る。
【００９０】
接続アクセスネットワーク識別子(CAN ID)
　本明細書において説明される態様では、接続アクセスネットワーク識別子(CAN ID)とい
う用語は、いくつかの特性を有し得る。第1の特性は、CAN IDがover-the-airでブロード
キャストされ得るということであり得る。すなわち、クライアントデバイスは、ネットワ
ークアクセスノードを共有する接続アクセスネットワークを識別するためにネットワーク
アクセスノードに接続する必要がないことがある。クライアントデバイスがプローブ応答
においてCAN IDを取り出すためにプローブ要求を送信する必要もない。しかしながら、プ
ローブ要求/応答の使用は、本明細書において説明される態様の範囲内にある。
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【００９１】
　CAN IDの第2の特性は、CAN IDが接続アクセスネットワークおよび/またはeNBの事業者
を示し得るということであり得る。
【００９２】
　第3の特性は、CAN IDが、ネットワーク識別子のタイプに基づいて展開モデルを暗黙的
に示すことがある(たとえば、公衆陸上移動網(PLMN)IDタイプ識別子が、従来の、すなわ
ちセルラーのネットワーク事業者(たとえば、RAN共有をたとえば実施する3GPP LTEネット
ワーク事業者)を示すことがあり、一方で、異なるタイプの識別子がPLMN IDと関連付けら
れないネットワーク(たとえば、RAN共有もたとえば実施し得る非従来型のIEEE 802.11ま
たはHotspot 2.0ネットワーク事業者)を示すことがある)か、またはCAN IDがネットワー
クの展開モデルタイプの指示を明示的に含むことがあるかの、いずれかであるということ
であり得る。
【００９３】
　RANの中のネットワークアクセスノードは、2つ以上のCAN IDをサポートし得る。複数の
CAN IDのサポートは、RAN共有をサポートするために、IEEE 802.11、Hotspot 2.0、およ
びこれまでに知られていない他のタイプのシステム上でRAN共有を実施するために使用さ
れ得る。第2の理由は、ネットワークアクセスノード上で異なるタイプの識別子をサポー
トすることであり得る。たとえば、所与のネットワークアクセスノードが、パブリックID
とプライベートIDの両方を広告することがある。プライベートIDは、たとえば、自宅にあ
るクライアントデバイスを他者によりアクセスされないネットワークに接続することを望
む個人に対して有用であり得る。パブリックIDは、客にインターネットアクセスを提供す
ることを望む同じ個人に対して有用であり得る。1つのネットワークアクセスノードと関
連付けられるプライベートネットワークとパブリックネットワークに対する別々のCAN ID
は、各接続アクセスネットワークに対して、または所与のネットワークアクセスノードと
関連付けられるサービングネットワークの態様に対して、別々のSQPサーバを使用するこ
とを可能にし得る。別々のSQPサーバは有用であることがあり、それは、ユーザがパブリ
ックネットワークよりもプライベートネットワークにおいてより多くのサービスを利用可
能にすることを望み得るからである。
【００９４】
　ネットワークアクセスノード(たとえば、eNB、AP)は、私的な使用および公衆の使用、
ならびにRAN共有のためにサービングネットワーク識別子をサポートすることが可能であ
るべきである。たとえば、ネットワークアクセスノードは、RAN共有の場合のように複数
のアクセスネットワークを広告することが可能であるべきであるが、パブリックアクセス
ネットワークの一部でもあるプライベートアクセスネットワークを示すために、限定加入
者グループID(CSG ID)と同様の二次的なIDを広告することも可能であり得る。
【００９５】
　各CAN IDは、別個のSQPサーバと関連付けられ得る。このようにして、ネットワークア
クセスノードは、第1のCAN IDを介して第1のサービスプロバイダからサービスの第1の集
合を提供し、第2のCAN IDを介して第2のサービスプロバイダからサービスの第2の集合を
提供することができ、ここで両方のCAN IDが、ネットワークアクセスノードからプローブ
要求/応答を介してブロードキャストされ、または取得され得る。
【００９６】
　ネットワークアクセスノード(たとえば、eNB、AP)は、非事業者の展開をサポートする
ために、PLMNと関連付けられることは要求されないことがある。たとえば、ネットワーク
アクセスノードは、アクセスネットワークプロバイダを識別するために代替的なIDを広告
し得る。この代替的なIDは、管理されたIDではなくアクセスネットワークに固有のもので
はない可能性があるという点で、サービスセット識別子(SSID)と同様であり得る。
【００９７】
　複数のモードのうちの1つに従って構成され得る上で識別されたSQPクエリなどのSQPク
エリのトランスポートが、ここで説明される。そのようなSQPクエリは、様々なタイプの
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ネットワークによって使用可能であり得る。一般に、SQPクエリは、NASトランスポートま
たはRRCトランスポートを使用して制御プレーンにおいてトランスポートされ得る。
【００９８】
SQPを組み込むネットワークアーキテクチャ
　本明細書において説明される態様によれば、各ネットワークアクセスノード(たとえば
、eNB/AP)は、1つまたは複数の接続アクセスネットワーク(たとえば、モバイルネットワ
ーク事業者(MNO))と関連付けられ得る。各接続アクセスネットワークは、1つまたは複数
のサービスプロバイダにより構成され得る。クライアントデバイスによるサービスプロバ
イダへのアクセス権は、ネットワークアクセスノードを介して取得され得る。各接続アク
セスネットワーク/サービスプロバイダに対して、アクセス権をどのように取得するかに
ついての情報は、構成されることがあり、または(たとえば、ドメイン名システム(DNS)ル
ックアップなどを介して)クライアントデバイスに対して利用可能である。接続アクセス
ネットワーク/サービスプロバイダ情報は、たとえば、CAN ID/SP ID識別情報(たとえば、
名前、アイコン)、認証のタイプ、認証、認可、課金(AAA)サーバ、オンラインサインアッ
プ(OSU)の可用性、および/またはOSUサーバ情報を含み得る。この情報は、SQPクエリ/応
答を介してクライアントデバイスが利用可能であり得る。
【００９９】
　図5、図6、および図7は、本明細書において説明される例示的な態様による、ネットワ
ークアーキテクチャの第1の態様、第2の態様、および第3の態様を示す。しかしながら、
ネットワークアーキテクチャの追加の/代替的な態様の可能性を制約するものはない。例
示を簡単にするために、接続アクセスネットワークプロバイダおよびそのサービスプロバ
イダは、組み合わされた形式で表され、コアネットワークA、コアネットワークB、...、
コアネットワークNと名付けられたブロックによって識別され、ここでNは正の整数である
。
【０１００】
　例示的な態様は、次世代(5G)ネットワークアーキテクチャにおいて適用可能であり得る
が、それには限定されない。例示的な態様は、クライアントデバイスがSQPクエリを使用
して利用可能なワイヤレスネットワークサービス/サービスプロバイダを決定するのに有
用であり得る。図5は、サービスクエリプロトコルの使用を容易にする第1のネットワーク
アーキテクチャ500を示す。図6は、サービスクエリプロトコルの使用を容易にする第2の
ネットワークアーキテクチャ600を示す。図7は、サービスクエリプロトコルの使用を容易
にする第3のネットワークアーキテクチャ700を示す。図5、図6、および図7のネットワー
クアーキテクチャは、すべてのタイプのネットワークアクセスノード(たとえば、3GPP LT
E eNB、IEEE 802.11 AP)に対するSQPの組込みを可能にする。本明細書において使用され
る用語は例示的であり、限定することは意図されていない。たとえば、モビリティ管理エ
ンティティ(MME)という用語の使用は、そのように名付けられるエンティティを使用する
ネットワークアーキテクチャに範囲を限定することは意図されない。図5、図6、および図
7に示されるMMEの同じまたは同様の機能は、1つまたは複数の異なる名前で、他のネット
ワークにおいて実装され得る。たとえば図5、図6、および図7に示されるMMEと同じまたは
同様の機能を実行する、異なるように名付けられたエンティティの使用も、本明細書にお
いて考慮される。加えて、典型的な通信システムのいくつかの構成要素が、図面の混乱を
避けるために図5、図6、および図7から省略されていることが理解されるだろう。
【０１０１】
　図5、図6、および図7の各々は、少なくとも1つのMMEおよびサービングゲートウェイ(SG
W)を含む。簡潔にするために、MMEおよびSGWは、図6および図7に関連して同じまたは同様
の説明を繰り返すのを避けるために、図5に関連して説明される。
【０１０２】
　図5は、ネットワーク共有のためのゲートウェイコアネットワーク(GWCN)アーキテクチ
ャ500と本明細書では呼ばれる、例示的な態様に関する。各コアネットワーク502A、502B
、...、502Nは、固有のSQPサーバ504A、504B、...504Nを含む。示されるように、各コア
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ネットワーク502A、502B、...、502Nはまた、固有のAAAサーバ506A、506B、...、506N、M
ME508A、508B、508N、およびSGW510A、510B、...、510Nを含む。
【０１０３】
　ネットワークアーキテクチャの第1の例によれば、AAAサーバ506A、506B、...、506Nの
各々は、コンピュータリソースへのアクセスを求めたクライアントデバイスからの要求に
サービスすることができ、認証、認可、課金サービスを提供することができる、回路/機
能/モジュールであると考えられ得る。認証、認可、課金サービスの態様は、当業者には
理解される。AAAサーバ506A、506B、...、506Nは通常、ネットワークアクセスおよびゲー
トウェイサーバと、ならびにユーザ情報を含むデータベースおよびディレクトリと対話し
得る。MME508A、508B、...、508Nの各々が、再送信を含むトラッキングおよびページング
の手順を、また、クライアントデバイス(たとえば、クライアントデバイス520)のアイド
ルモードを担い得る。MME508A、508B、...、508Nの各々はまた、ベアラのアクティブ化と
非アクティブ化の手順に関与し得る。MME508A、508B、...、508Nの各々はまた、もしあれ
ば、公衆陸上移動網(PLMN)に対するクライアントデバイスの認証と、クライアントデバイ
スのローミングの制約の実施とを担い得る。各SGW510A、510B、...、510Nはゲートウェイ
である。各クライアントデバイス(たとえば、クライアントデバイス516)は、一度に1つの
SGW510A、510B、...、510Nと関連付けられ得る。各SGW510A、510B、...、510Nは、近隣ネ
ットワークアクセスノードとのハンドオーバーを担い得る。各SGW510A、510B、...、510N
はまた、クライアントデバイス(たとえば、516)がアイドル状態にあるとき、クライアン
トデバイスに関するコンテキスト情報を保持し得る。
【０１０４】
　図5は、本明細書において説明される態様による、N個のコアネットワーク502A、502B、
...、502Nに結合されるネットワークアクセスノード512(たとえば、eNB/AP)を示す。RAN5
14の中には1つだけのネットワークアクセスノード512が示されているが、RAN514は複数の
ネットワークアクセスノードを含み得ることが理解されるだろう。ネットワークアクセス
ノード512は、固有の識別子によって識別され得る。Evolved UMTS Terrestrial Radio Ac
cess Network(EUTRAN)とEvolved Packet Core(EPC)との間のS1インターフェースは、RAN5
14と、コアネットワーク502A、502B、...、502Nの各々との間の破線として図示されてい
る。再び、所与の通信規格と関連付けられる用語の使用は、その特定の通信規格に範囲を
限定することは意図されていない。
【０１０５】
　図5は、プロトコルスタックの非アクセス階層(NAS)層と通信しているSQPサーバの利用
に関する。例示的なプロトコルスタックの説明が本明細書において与えられる。
【０１０６】
　GWCNアーキテクチャ500によれば、本明細書において説明される態様において、クライ
アントデバイス516は、宛先のサービングネットワーク識別子の使用により、SQPクエリメ
ッセージの意図される宛先をネットワークアクセスノード512に対して識別することがで
きる。サービングネットワーク識別子は、たとえば、サービスセット識別子(SSID)、公衆
陸上移動通信網識別子(PLMN ID)、サービスプロバイダ識別子(SP ID)、またはネットワー
クアクセス識別子(NAI)領域であり得る。
【０１０７】
　たとえば、クライアントデバイス516は、意図される宛先として、コアネットワークB50
2BのSQPサーバ504Bのサービングネットワーク識別子を識別し得る。ネットワークアクセ
スノード512は次いで、MME508BのMMEプロトコルスタック(たとえば808、図8)のNAS層(た
とえば812、図8)にSQPクエリメッセージを転送し得る。NAS層(たとえば812、図8)は、MME
508BのSQPサーバ(たとえば814、図8)においてSQP層(たとえば806、図8)にSQPクエリメッ
セージを移送し得る。このようにして、サービングネットワーク識別子を含むSQPクエリ
は、RAN共有をサポートする任意のタイプのネットワークアクセスノードから送信され得
る。SQPクエリにおけるサービングネットワーク識別子の使用は、これまで1つの接続アク
セスネットワークプロバイダ/サービスプロバイダ(たとえば、IEEE 802.11、Wi-Fi、また
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はHotspot 2.0に従って動作するAP)しかサポートしなかったネットワークアクセスノード
におけるRAN共有をサポートする。SQPクエリにサービングネットワーク識別子を組み込む
ことによって、ネットワークアクセスノードは、複数のSQPサーバの中から所望のSQPサー
バにSQPクエリを向けることができる。したがって、GWCNアーキテクチャ500では、ネット
ワークアクセスノード512は、SQPクエリメッセージに含まれるサービングネットワーク識
別子に基づいて、SQPクエリメッセージのパケットをどこに送信するかを決定することが
できる。
【０１０８】
　図6は、ネットワーク共有のための多事業者コアネットワーク(MOCN)アーキテクチャ600
と本明細書では呼ばれる、例示的な態様に関する。各コアネットワーク602A、602B、...
、602Nは、固有のSQPサーバ604A、604B、...、604Nを含み、ここでNは正の整数である。
図6の態様に示されるように、MOCNアーキテクチャ600は、共有されるMME608を利用し、こ
れは、MOCNアーキテクチャ600のモデルのコアネットワーク602A、602B、...、602Nの間で
共有される。コアネットワーク602A、602B、...、602Nは、共有されるMME608に結合され
る。
【０１０９】
　図6は、本明細書において説明される態様による、共有されるMME608を介して複数のコ
アネットワーク602A、602B、...、602Nに結合されるネットワークアクセスノード612を示
す。RAN614の中には1つのネットワークアクセスノード612が示されているが、RAN614は複
数のネットワークアクセスノードを含み得ることが理解されるだろう。EUTRANとEPCとの
間のS1インターフェースは、RAN614と共有されるMME608との間の破線として図示されてい
る。再び、所与の通信規格と関連付けられる用語の使用は、その特定の通信規格に範囲を
限定することは意図されていない。
【０１１０】
　図6の態様は、プロトコルスタックの非アクセス階層(NAS)層と通信しているSQPサーバ
の利用に関する。例示的なプロトコルスタックの説明が本明細書において与えられる。
【０１１１】
　MOCNアーキテクチャ600によれば、本明細書において説明される態様において、クライ
アントデバイス616は、宛先のサービングネットワーク識別子の使用により、SQPクエリメ
ッセージの意図される宛先をネットワークアクセスノード612に対して識別することがで
きる。サービングネットワーク識別子は、たとえば、サービスセット識別子(SSID)、公衆
陸上移動通信網識別子(PLMN ID)、サービスプロバイダ識別子(SP ID)、またはネットワー
クアクセス識別子(NAI)領域であり得る。
【０１１２】
　たとえば、クライアントデバイス616は、意図される宛先として、コアネットワークB50
2BのSQPサーバ604Bのサービングネットワーク識別子を識別し得る。ネットワークアクセ
スノード612は次いで、共有されるMME606のMMEプロトコルスタック(たとえば808、図8)の
NAS層(たとえば812、図8)にSQPクエリメッセージを転送し得る。NAS層(たとえば812、図8
)は、コアネットワークB502BのSQPサーバ(たとえば814、図8)においてSQP層(たとえば806
、図8)にSQPクエリメッセージを移送し得る。このようにして、サービングネットワーク
識別子を含むSQPクエリは、RAN共有をサポートする任意のタイプのネットワークアクセス
ノードから送信され得る。SQPクエリにおけるサービングネットワーク識別子の使用は、
これまで1つの接続アクセスネットワークプロバイダ/サービスプロバイダ(たとえば、IEE
E 802.11、Wi-Fi、またはHotspot 2.0に従って動作するAP)しかサポートしなかったネッ
トワークアクセスノードにおけるRAN共有をサポートする。SQPクエリにサービングネット
ワーク識別子を組み込むことによって、ネットワークアクセスノードは、複数のSQPサー
バの中から所望のSQPサーバにSQPクエリを向けることができる。上で述べられたように、
MOCNにおいてMME608が共有される。したがって、MOCNアーキテクチャ600では、共有され
るMME608は、SQPクエリメッセージに含まれるサービングネットワーク識別子に基づいて
、SQPクエリのパケットをどこに送信するかを決定することができる。
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【０１１３】
　図7は、ネットワーク共有のための第2のコアネットワークアーキテクチャ700と本明細
書では呼ばれる、例示的な態様に関する。第2のコアネットワークアーキテクチャ700にお
いて、ネットワークアクセスノード712は、複数のSQPサーバ704A、704B、...、704Nに結
合されることがあり、複数のSQPサーバ704A、704B、...、704Nの各々は、それぞれのコア
ネットワーク702A、702B、702Nのためのデータを含む。図7の例示的な図示は、所与のRAN
714内に存在するSQPサーバ704A、704B、...、704Nの利用に関する。図5および図6に関連
して上で説明されたGWCNアーキテクチャ500およびMOCNアーキテクチャ600のように、各接
続アクセスネットワークプロバイダ/MNOは、固有のSQPサーバを有し得る。それでも、N個
のSQPサーバ704A、704B、...、704Nが図7において示されるが、N個のSQPサーバ704A、704
B、...、704Nの内容はN個よりも少ないSQPサーバに含まれ得ることが理解されるだろう。
たとえば、複数のSQPサーバ704A、704B、...、704Nは、複数の論理SQPサーバとして実装
されることがあり、ここで物理サーバは複数の論理SQPサーバへと論理的に再分割され得
る。
【０１１４】
　図7の例示的な態様では、SQPサーバ704A、704B、...、704N(たとえば、論理サーバまた
は物理サーバとして実装される)は、ネットワークアクセスノード712を有するRAN714の中
に存在する。LTEの用語では、SQPサーバ704A、704B、...、704Nは、ネットワークのEvolv
ed Packet Core(EPC)側ではなく、eNBがあるEvolved UMTS Terrestrial Radio Access Ne
twork(EUTRAN)側に存在する。再び、所与の通信規格と関連付けられる用語の使用は、そ
の特定の通信規格に範囲を限定することは意図されていない。
【０１１５】
　図7は、本明細書において説明される態様による、N個のコアネットワーク702A、702B、
...、702Nに結合されるネットワークアクセスノード712を示す。通信は、上で説明された
ようなRRC層またはNAS層を通じてトランスポートされるメッセージングによって行われ得
る。EUTRANとEPCとの間のS1インターフェースは、RAN714とコアネットワーク702A、702B
、...、702Nとの間の破線として図示されている。
【０１１６】
　RAN714の中には1つだけのネットワークアクセスノード712が含まれるものとして提示さ
れているが、RAN714は複数のネットワークアクセスノードを含み得ることが理解されるだ
ろう。
【０１１７】
　第2のコアネットワークアーキテクチャ700によれば、本明細書において説明される態様
において、クライアントデバイス716は、宛先のサービングネットワーク識別子の使用に
より、SQPクエリメッセージの意図される宛先をネットワークアクセスノード712に対して
識別することができる。宛先のサービングネットワーク識別子は、RAN714中に存在するそ
れぞれのSQPサーバ704A、704B、...、704Nと関連付けられ得る。サービングネットワーク
識別子は、たとえば、サービスセット識別子(SSID)、公衆陸上移動通信網識別子(PLMN ID
)、サービスプロバイダ識別子(SP ID)、またはネットワークアクセス識別子(NAI)領域で
あり得る。
【０１１８】
　たとえば、クライアントデバイス716は、意図される宛先として、コアネットワークB70
2BのSQPサーバ704Bのサービングネットワーク識別子を識別し得る。SQPクエリは、クライ
アントデバイス716のRRC層(たとえば910、図9)からネットワークアクセスノード712(たと
えば、ENBU/APプロトコルスタック908、図9)のRRC層(たとえば912、図9)に、RRC層にわた
ってトランスポートされ得る。RRC層(たとえば912、図9)は、コアネットワークB702Bと関
連付けられるSQPサーバ704B(たとえば914、図9)においてSQP層(たとえば906、図9)にSQP
クエリメッセージを移送し得る。このようにして、サービングネットワーク識別子を含む
SQPクエリは、RAN共有をサポートする任意のタイプのネットワークアクセスノードから送
信され得る。SQPクエリにおけるサービングネットワーク識別子の使用は、これまで1つの
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接続アクセスネットワークプロバイダ/サービスプロバイダ(たとえば、IEEE 802.11、Wi-
Fi、またはHotspot 2.0に従って動作するAP)しかサポートしなかったネットワークアクセ
スノードにおけるRAN共有をサポートする。SQPクエリにサービングネットワーク識別子を
組み込むことによって、ネットワークアクセスノードは、複数のSQPサーバの中から所望
のSQPサーバにSQPクエリを向けることができる。第2のコアネットワークアーキテクチャ7
00の場合、トランスポートはRRC層で行われ得る。したがって、第2のコアネットワークア
ーキテクチャ700では、ネットワークアクセスノード712は、SQPクエリメッセージに含ま
れるサービングネットワーク識別子に基づいて、SQPクエリメッセージのパケットをどこ
に送信するかを決定することができる。
【０１１９】
　コアネットワーク702A、702B、...、702NはGWCNアーキテクチャ500またはMOCNアーキテ
クチャ600のいずれかを使用している可能性があるので、第2のコアネットワークアーキテ
クチャ700もGWCNアーキテクチャ500またはMOCNアーキテクチャ600に対応することがある
。
【０１２０】
例示的な制御プレーンプロトコルスタック
　SQPシグナリングはNASトランスポートを通じて実行され得る。図8は、例示的な態様に
よるネットワークの制御プレーンプロトコルスタック800を示す。一態様では、ネットワ
ークは次世代(5G)ネットワークであり得る。既知のプロトコルスタックと比較すると、SQ
P層802、806は新しいことがあり、または新しい使用法があることがある。この層の代替
的な名前が許容可能である。UEU/STAスタック804において実装されるSQP層802は、MMEプ
ロトコルスタック808において実装されるSQP層806と同じレベルにある。UEU/STAスタック
804において実装されるSQP層802は、UEU/STAスタック804におけるNAS層810より高い。MME
プロトコルスタック808において実装されるSQP層806は、MMEプロトコルスタック808にお
けるNAS層812より高い。
【０１２１】
　図8のプロトコルスタックは、NAS層810、812を通じた、クライアントデバイスとSQPサ
ーバ814との間のSQPクエリ/応答のためのものであり得る。図8は、SQPサーバ814内のSQP
層806を示す。この例示は、第1のRANプロバイダ(または接続アクセスネットワークプロバ
イダ)と一意に関連付けられるSQPサーバ814との、第1のRANプロバイダ(または接続アクセ
スネットワークプロバイダ)のSQP層806の関連付けを図示することが意図されている。「S
QPサーバ」という名称のプロトコルスタック層を識別することは意図されていない。
【０１２２】
　ある代替形態として、SQPシグナリングはRRCトランスポートを通じて実行され得る。図
9は、別の例示的な態様によるネットワークの制御プレーンプロトコルスタック900を示す
。一態様では、ネットワークは次世代(5G)ネットワークであり得る。既知のプロトコルス
タックと比較すると、サービスクエリプロトコル(SQP)層902、906は新しく、または新し
い方法で使用される。この層の代替的な名前が許容可能である。UEU/STAスタック904にお
いて実装されるSQP層902は、ネットワークアクセスノード(たとえば、ENBU/AP)プロトコ
ルスタック908において実装されるSQP層906と同じレベルにある。UEU/STAスタック904に
おいて実装されるSQP層902は、UEU/STAスタック904におけるRRC層910より高い。ネットワ
ークアクセスノード(たとえば、ENBU/AP)プロトコルスタック908において実装されるSQP
層906は、ネットワークアクセスノード(たとえば、ENBU/AP)プロトコルスタック908にお
けるRRC層912より高い。
【０１２３】
　図9のプロトコルスタックは、RRC層910、912を通じた、クライアントデバイスとSQPサ
ーバ914との間のSQPクエリ/応答のためのものであり得る。図9は、SQPサーバ914内のSQP
層906を示す。この例示は、第1のRANプロバイダ(または接続アクセスネットワークプロバ
イダ)と一意に関連付けられるSQPサーバ914との、第1のRANプロバイダ(または接続アクセ
スネットワークプロバイダ)のSQP層906の関連付けを図示することが意図されている。「S
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QPサーバ」という名称のプロトコルスタック層を識別することは意図されていない。
【０１２４】
　図9の態様において示されるようなRRCプロトコルスタックを通じたSQPの実装において
、2つの例示的な代替形態が存在する。それぞれの代替形態が以下で説明される。
【０１２５】
　第1の代替的な態様によれば、クライアントデバイスは、ネットワークアクセスノード
とのRRC接続を確立することができる。以前の議論から理解されるように、ネットワーク
アクセスノードは、たとえばeNBまたはAPによって例示され得る。第1の代替的な態様によ
れば、クライアントデバイスは、「SQPクエリ」として識別される/名付けられる原因コー
ドを用いて、ネットワークアクセスノードとのRRC接続を確立することができる。ネット
ワークアクセスノードは、SQPクエリにおいてクライアントデバイスによって要求される
情報を含む「SQP応答」を用いてSQPクエリに応答することができる。
【０１２６】
　第2の代替的な態様によれば、「RRC SQPクエリ」および「RRC SQP応答」として識別さ
れる/名付けられる新たな初期RRCメッセージが、RRC接続の確立に対する必要性を伴わず
に、デバイスが「サービス発見」を実行するために利用され得る。この解決法は、シグナ
リングに関して最適である可能性がある。
【０１２７】
　第2の代替的な態様を実装するために、クライアントデバイスは、ランダムアクセスチ
ャネル(RACH)を開始することができ、ネットワークアクセスノードの応答の後で、クライ
アントデバイスは、新たなRRC SQPクエリを送信することができる。例として、ネットワ
ークアクセスノードの応答は、eNB応答(たとえば、「メッセージ2」)と同じまたは同様で
あり得る。また例として、RRC SQPクエリは、利用可能なサービスプロバイダの情報と認
証方法とに関する情報に対する要求であり得る。ネットワークアクセスノードは、新たな
RRC SQP応答により応答することができる。トランザクションは、RRC SQP応答の後で終了
すると想定され得る。
【０１２８】
　第2の代替的な態様は特定のRACHを使用することがあり、ネットワークアクセスノード
はトランザクションのためにある/特定のリソースを提供することがある。
【０１２９】
サービスクエリプロトコル(SQP)呼フロー
　図10は、第1の例示的な態様による第1の呼フロー図1000を示す。図10の態様は、次世代
(5G)ネットワークにおいて利用可能であり得るが、それには限定されない。
【０１３０】
　図10の呼フローの手順は、SQPシグナリングに対するNASトランスポートの使用を想定す
る。代替的に、ステップ1016a～cおよび1018a～cは、RRCトランスポートを通じて実行さ
れ得る(この場合、SQPクエリはMME1006を通じてルーティングされることもされないこと
もある)。
【０１３１】
　ここで図10を見ると、ネットワークアクセスノード1004(たとえば、eNB/AP)は、たとえ
ば、1つまたは複数のCAN ID、RAN共有の可用性(すなわち、ネットワークアクセスノード
が複数の接続アクセスネットワークによって共有されること)、SQPの可用性を示すために
、かつ/または、サービングネットワーク識別子、MNO、接続アクセスネットワークプロバ
イダ、および/もしくはネットワークアクセスノード1004(たとえば、eNB/AP)と関連付け
られるサービスプロバイダのリストを提供するために、SIB1(システム情報ブロック-タイ
プ1)ビーコンにおいて情報(たとえば、能力情報)をブロードキャストし得る(1010)。
【０１３２】
　クライアントデバイス1002(たとえば、UE/STA)は、追加の情報が必要とされ得ると決定
し得る(1012)。この決定は、ブロードキャスト(たとえば、SIB1ビーコン)が検出され復号
された後で行われ得る。追加の情報が必要である場合、クライアントデバイス1002は、ネ
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ットワークアクセスノード1004からサービスパラメータに関する情報の要素を取得するか
どうかを決定し得る。たとえば、クライアントデバイス1002は、ネットワークアクセスノ
ード1004からのブロードキャストにおいて識別されるMNO/接続アクセスネットワークプロ
バイダ/サービスプロバイダの1つについての追加の情報が、クライアントデバイス1002が
このネットワークに接続する前に必要であり得ると、決定し得る。
【０１３３】
　クライアントデバイス1002は、ネットワークアクセスノード1004とのRRC接続を確立し
得る(1014)。RRC接続は、認証されていることがあり、または認証されていないことがあ
る。この接続は、新たな原因コード、たとえば「SQPクエリ」をRRC接続要求に含めること
によって、または他の方法によって確立され得る。
【０１３４】
　RRC接続を使用して、クライアントデバイス1002は、NASシグナリングを通じてSQPクエ
リを送信することができ(1016a)、ここでSQPクエリはサービングネットワーク識別子と関
連付けられ得る。サービングネットワーク識別子は、SQPサーバ1008を一意に識別するこ
とができる。サービングネットワーク識別子は、CAN IDまたは何らかの他の識別子であり
得る。SQPクエリは、SQPサーバ1008と関連付けられるサービングネットワーク識別子と関
連付けられる接続アクセスネットワーク(CAN)プロバイダ/MNO/サービスプロバイダのサー
ビス情報を決定するための、サービス発見のための情報に対する要求を含み得る。
【０１３５】
　クライアントデバイス1002の処理回路は、複数のモードのうちの1つに従ってクエリを
構成することができる。たとえば、処理回路は、第1のモードに従ってクエリを構成する
ことがあり、情報の要素としてヌル値を含むことがある。処理回路は、第2のモードに従
ってクエリを構成することがあり、情報の要素としてサービスを含むことがある。代替的
に、処理回路は、第2のモードに従ってクエリを構成することがあり、情報の要素として
接続アクセスネットワークおよび/またはサービスプロバイダの識別子を含むことがある
。代替的に、処理回路は、第3のモードに従ってクエリを構成することがあり、情報の要
素としてネットワークアクセスノードによって行われるブロードキャストにおいて識別さ
れなかった接続アクセスネットワークおよび/またはサービスプロバイダの識別子を含む
ことがある。
【０１３６】
　SQPクエリは、MME1006のNAS層に転送され得る(1016b)。MME1006は、MME1006のNAS層か
らサービングネットワーク識別子と関連付けられるSQPサーバ1008のSQP層に、SQPクエリ
を転送し得る(1016c)。SQPサーバ1008は、MME1006に応答してSQPを返し得る(1018a)。MME
1006は、ネットワークアクセスノード1004に対するSQP応答を返し得る(1018b)。ネットワ
ークアクセスノード1004は、SQP応答をクライアントデバイス1002に返し得る(1018c)。SQ
P応答は、SQPクエリに関連する情報の要素を含み得る。
【０１３７】
　クライアントデバイス1002は、SQPサーバ1008との追加のクエリおよび応答の交換を実
行し得る(1020)。加えて、または代替的に、クライアントデバイス1002は、異なるサービ
ングネットワーク識別子を使用することによって、ネットワークアクセスノード1004と関
連付けられる別のSQPサーバ(図示されず)との追加のクエリおよび応答の交換を実行し得
る。
【０１３８】
　1つの代替的な態様において、SQPシグナリングは、3GPP技術仕様(TS)24.301において定
義されるような、汎用NASトランスポートを通じてトランスポートされ得る。たとえば、
「SQP」として知られている新しいタイプの汎用NASトランスポートは、正しいSQP層に受
信メッセージを提供することが可能であるように、受信NAS層に対して定義され得る。代
替的に、本明細書において説明される態様による、メッセージの新しいNAS SQPクエリ/応
答のペアが定義され得る。
【０１３９】
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　GWCNの場合(図5参照)、ネットワークアクセスノード1104は、サービングネットワーク
識別子に基づいて、SQPクエリをどのMMEに転送すべきかを決定することができ、すなわち
、ネットワークアクセスノード1104は、SQPのためにMMEの選択を実行し得る。
【０１４０】
　MOCNの場合(図6参照)、ネットワークアクセスノード1104は、共有されるMME(たとえば6
08、図6)へのSQPクエリを共有されるMME608のために転送して、SQPクエリと関連付けられ
るサービングネットワーク識別子に基づいてSQPサーバの選択を実行し得る。
【０１４１】
　図11は、第2の例示的な態様による第2の呼フロー図1100を示す。図11の態様は、次世代
(5G)ネットワークにおいて利用可能であり得るが、それには限定されない。
【０１４２】
　図11の呼フローの手順は、SQPシグナリングのトランスポートに対するRRCの使用を想定
する。
【０１４３】
　ここで図11を見ると、ネットワークアクセスノード1104(たとえば、eNB/AP)は、1つま
たは複数のCAN ID、RAN共有(すなわち、ネットワークアクセスノードが複数の接続アクセ
スネットワークによって共有されること)の可用性、SQPの可用性を示すために、かつ/ま
たは、サービングネットワーク識別子、MNO、接続アクセスネットワークプロバイダ、お
よび/もしくはネットワークアクセスノード1104(たとえば、eNB/AP)と関連付けられるサ
ービスプロバイダのリストを提供するために、たとえばSIB1ビーコンにおいて情報をブロ
ードキャストし得る(1110)。
【０１４４】
　クライアントデバイス1002(たとえば、UE/STA)は、追加の情報が必要とされ得ると決定
し得る(1012)。この決定は、ブロードキャスト(たとえば、SIB1ビーコン)が検出され復号
された後で行われ得る。追加の情報が必要である場合、クライアントデバイス1002は、ネ
ットワークアクセスノード1004からサービスパラメータに関する情報の要素を取得するか
どうかを決定し得る。たとえば、クライアントデバイス1002は、ネットワークアクセスノ
ード1004からのブロードキャストにおいて識別されるMNO/接続アクセスネットワークプロ
バイダ/サービスプロバイダの1つについての追加の情報が、クライアントデバイス1002が
このネットワークに接続する前に必要であり得ると、決定し得る。
【０１４５】
　クライアントデバイス1102は、ネットワークアクセスノード1104とのRRC接続を確立し
得る(1114)。RRC接続は、認証されていることがあり、または認証されていないことがあ
る。この接続は、新たな原因コード、たとえば「SQPクエリ」をRRC接続要求に含めること
によって、または他の方法によって確立され得る。
【０１４６】
　RRC接続を使用して、クライアントデバイス1102は、RRCシグナリングを通じてSQPクエ
リをネットワークアクセスノード1104のRRC層に送信し得る(1116a)。SQPクエリは、サー
ビングネットワーク識別子と関連付けられ得る。サービングネットワーク識別子は、SQP
サーバ1108を一意に識別することができる。サービングネットワーク識別子は、CAN IDま
たは何らかの他の識別子であり得る。SQPクエリは、SQPサーバ1108と関連付けられるサー
ビングネットワーク識別子と関連付けられる接続アクセスネットワーク(CAN)プロバイダ/
MNO/サービスプロバイダのサービス情報を決定するための、サービス発見のための情報に
対する要求を含み得る。
【０１４７】
　ネットワークアクセスノード1104は、ネットワークアクセスノード1104のRRC層からサ
ービングネットワーク識別子と関連付けられるSQPサーバ1108のSQP層に、SQPクエリを転
送し得る(1116b)。SQPサーバ1108は、ネットワークアクセスノード1104にSQP応答を返し
得る(1118a)。ネットワークアクセスノード1104は、RRCシグナリングを通じてSQP応答を
クライアントデバイス1102に返し得る(1118b)。SQP応答は、SQPクエリに関連する情報の
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要素を含み得る。
【０１４８】
　クライアントデバイス1102は、SQPサーバ1108との追加のクエリおよび応答の交換を実
行し得る(1120)。加えて、または代替的に、クライアントデバイス1102は、異なるサービ
ングネットワーク識別子を使用することによって、ネットワークアクセスノード1104と関
連付けられる別のSQPサーバ(図示されず)との追加のクエリおよび応答の交換を実行し得
る。
【０１４９】
　図12は、例示的な呼フローによる例示的な方法を示すブロック図である。呼フローは、
たとえば図10の呼フローと同様であり得る。例示的な方法は、たとえばクライアントデバ
イスまたはネットワークアクセスノードにおいて、実行可能であり得る。ネットワークア
クセスノードは、over-the-airブロードキャストにおいて情報(たとえば、能力情報)をブ
ロードキャストして、ネットワークアクセスノードの能力を広告し得る(1202)。このブロ
ードキャストは、たとえば、CAN ID、RAN共有の可用性、SQPの可用性、および/またはネ
ットワークアクセスノードと関連付けられるMNO/接続アクセスネットワークプロバイダ/
サービスプロバイダのサービングネットワーク識別子のリストなどの情報を含み得る。ク
ライアントデバイスは、ブロードキャストを検出および復号し、ネットワークアクセスノ
ードからのサービスパラメータに関する情報の要素を取得するかどうかを決定し得る(120
4)。クライアントデバイスおよびネットワークアクセスノードは、RRC接続を確立し得る(
1206)。RRC接続は、認証されていることがあり、または認証されていないことがある。RR
C接続は、新たな原因コード、たとえば「SQPクエリ」をRRC接続要求に含めることによっ
て、または他の方法によって確立され得る。
【０１５０】
　RRC接続を使用して、クライアントデバイスは、NASシグナリングを通じてSQPクエリを
ネットワークアクセスノードに送信し得る(1208)。SQPクエリは、サービングネットワー
ク識別子と関連付けられ得る。いくつかの態様では、サービングネットワーク識別子は、
SQPサーバを一意に識別することができる。SQPクエリは、ネットワークアクセスノードか
らMMEのNAS層に転送され得る(1210)。MMEは、SQPクエリをサービングネットワーク識別子
と関連付けられるSQPサーバのSQP層に転送し得る(1212)。SQPサーバは、SQPクエリに応答
する情報の関連する要素を含むSQP応答をクライアントデバイスに返し得る(1214)。クラ
イアントデバイスは任意選択で、SQPサーバとの追加のクエリおよび応答の交換を実行す
ることができ、または、追加で、もしくは代替的に、異なるサービングネットワーク識別
子を使用することによって、ネットワークアクセスノードと関連付けられる別のSQPサー
バとの追加のクエリおよび応答の交換を実行することができる(1216)。
【０１５１】
　図13は、別の例示的な呼フローによる例示的な方法1300を示すブロック図である。呼フ
ローは、たとえば図11の呼フローと同様であり得る。例示的な方法は、たとえばクライア
ントデバイスまたはネットワークアクセスノードにおいて、実行可能であり得る。ネット
ワークアクセスノードは、over-the-airブロードキャストにおいて情報(たとえば、能力
情報)をブロードキャストして、ネットワークアクセスノードの能力を広告し得る(1302)
。このブロードキャストは、たとえば、CAN ID、RAN共有の可用性、SQPの可用性、および
/またはネットワークアクセスノードと関連付けられるMNO/接続アクセスネットワークプ
ロバイダ/サービスプロバイダのサービングネットワーク識別子のリストなどの情報を含
み得る。クライアントデバイスは、ブロードキャストを検出および復号し、ネットワーク
アクセスノードからのサービスパラメータに関する情報の要素を取得するかどうかを決定
し得る(1304)。クライアントデバイスおよびネットワークアクセスノードは、RRC接続を
確立し得る(1306)。RRC接続は、認証されていることがあり、または認証されていないこ
とがある。RRC接続は、新たな原因コード、たとえば「SQPクエリ」をRRC接続要求に含め
ることによって、または他の方法によって確立され得る。
【０１５２】
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　RRC接続を使用して、クライアントデバイスは、RRCシグナリングを通じてSQPクエリを
ネットワークアクセスノードに送信し得る(1308)。SQPクエリは、サービングネットワー
ク識別子と関連付けられ得る。サービングネットワーク識別子は、SQPサーバを一意に識
別することができる。SQPクエリは、ネットワークアクセスノードからサービングネット
ワーク識別子と関連付けられるSQPサーバのSQP層に転送され得る(1310)。SQPサーバは、S
QPクエリに応答する情報の関連する要素を含むSQP応答をクライアントデバイスに返し得
る(1312)。クライアントデバイスは任意選択で、SQPサーバとの追加のクエリおよび応答
の交換を実行することができ、または、追加で、もしくは代替的に、異なるサービングネ
ットワーク識別子を使用することによって、ネットワークアクセスノードと関連付けられ
る別のSQPサーバとの追加のクエリおよび応答の交換を実行することができる(1314)。
【０１５３】
例示的なクライアントデバイス(たとえば、UE)
　図14は、サービスクエリプロトコルを実装し得る例示的なクライアントデバイス1400の
一態様の機能ブロック図である。クライアントデバイス1400は一般に、メモリ回路1404(
たとえば、メモリ、メモリデバイス、メモリモジュールなど)に結合される処理回路1402(
たとえば、プロセッサ、処理モジュールなど)と、ネットワークインターフェース1406と
を含むことがあり、ここでネットワークインターフェース1406はワイヤレス通信回路を含
むことがある。
【０１５４】
　処理回路1402は、ネットワークおよび/またはサービスプロバイダへ/から(ネットワー
クアクセスノードを介して)情報を送信および/または受信するために、たとえばネットワ
ークインターフェース1406を介してネットワークアクセスノード(たとえば、ネットワー
クアクセスノード236、238)とのワイヤレス接続を確立するように構成され得る。通信信
号の送信および/または受信は、アンテナ1424を通じたものであり得る。1つのアンテナ14
24が説明を目的に示されているが、クライアントデバイス1400は、たとえば多入力多出力
(MIMO)動作をサポートするために1つまたは複数のアンテナ1424を有し得ることが理解さ
れるだろう。処理回路1402は、処理回路1402がメモリ回路1404から情報を読み取り、メモ
リ回路1404に情報を書き込むことができるようにメモリ回路1404に結合され得る。メモリ
回路1404は、クライアントデバイス1400の現在の構成および/またはクライアントデバイ
ス1400の任意の可能性のある今後の構成の選択肢の、構成情報1410を表すデータを含み得
る。メモリ回路1404はさらに、事業者ポリシー1412を表すデータ、たとえば、クライアン
トデバイス1400が接続することが許容可能であるパートナーネットワーク(たとえば、組
織識別子(OI)またはPLMN識別子)の識別情報などを含み得る。OIは、サービスプロバイダ
がIEEE登録機関に登録するときにサービスプロバイダに割り当てられる固有の識別子であ
る。APは、ビーコンおよびクライアントデバイスへのプローブ応答にサービスプロバイダ
OIを含めることができる。公衆陸上移動網(PLMN)は、公衆に陸上移動通信サービスを提供
する目的で、行政または認定された運用機関(ROA:recognized operating agency)によっ
て確立され運用されるネットワークである。PLMNは、モバイル国コード(MCC)およびモバ
イルネットワークコード(MNC)によって識別される。モバイルサービスを提供する各事業
者は、固有のPLMNを有し得る。PLMNは、電話通信のために他のPLMNおよび公衆交換電話網
(PSTN)と相互接続し、または、データおよびインターネットアクセスのためにインターネ
ットサービスプロバイダと相互接続し、このインターネットサービスプロバイダのリンク
は、プロバイダ間の相互接続リンクとして定義される。
【０１５５】
　メモリ回路1404は、たとえばローミングが許可されるかどうかなどの、ユーザ選好1414
を表すデータを含み得る。メモリ回路1404は、処理回路1402によって実行されると、処理
回路1402に本明細書で開示される例示的な態様において説明される方法などの方法を実行
させ得る、命令1416を含み得る。
【０１５６】
　処理回路1402はまた、1つまたは複数のネットワークアクセスノード(たとえば、AP、eN
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B)との(ネットワークインターフェース1406を介した)ネットワーク接続を確立するための
、ネットワーク接続モジュール/回路1408を含み得る。処理回路1402はまた、接続管理モ
ジュール/回路1418を含むことがあり、これは、ネットワークアクセスノードから受信さ
れた情報、構成情報1410、事業者ポリシー1412、およびユーザ選好1414を利用して、接続
アクセスネットワーク/サービスプロバイダの選択と、ネットワークアクセスノードへの
トラフィックの操作とを自動化することができる。
【０１５７】
　ネットワークインターフェース1406は、1つまたは複数の送信機1420と1つまたは複数の
受信機1422とを含み得る。1つまたは複数の送信機1420は、1つまたは複数のアクティブ通
信セッションのためのパケットを送信するように構成され得る。1つまたは複数の受信機1
422は、1つまたは複数のネットワークアクセスノードとの1つまたは複数のアクティブ通
信セッションをクライアントデバイス1400が維持することを可能にするように構成され得
る。
【０１５８】
　クライアントデバイス1400はさらに、少なくとも1つの通信バス1426を含むことがあり
、これはクライアントデバイス1400の様々なモジュール/デバイスを互いに結合する。
【０１５９】
　1つまたは複数の特徴によれば、処理回路1402は、本明細書で説明されるプロセス、機
能、ステップ、および/またはルーチンのいずれかまたはすべてを実行するように構成さ
れ得る。本明細書では、処理回路1402に関する「構成される」という用語は、本明細書で
説明された様々な特徴または態様による特定のプロセス、機能、ステップ、および/また
はルーチンを実行するように処理回路1402が適合されること、利用されること、実装され
ること、またはプログラムされることのうち1つまたは複数を指し得る。
【０１６０】
　図15は、本明細書において説明される例示的な態様による、例示的なクライアントデバ
イスにおいて実行可能な第1の例示的な方法1500である。例示的なクライアントデバイス
は、たとえば、図14の例示的なクライアントデバイス1400と同様であり得る。方法は、ク
ライアントデバイスにおいて、クエリをネットワークアクセスノードに送信することを決
定することによって開始することがあり、このネットワークアクセスノードは複数のサー
ビングネットワークと関連付けられることがあり、各サービングネットワークはサービン
グネットワーク識別子によって識別される(1502)。いくつかの態様では、追加で、または
代替的に、ネットワークアクセスノードからサービスパラメータに関する情報の要素を取
得するかどうかを決定する行動がとられることがある。いくつかの態様では、クエリを送
信するかどうかを決定することと、情報の要素を取得するかどうかを決定することは、実
質的に同義の行動である。処理回路1402は、第1のサービングネットワーク識別子と関連
付けられるネットワークによってサポートされる1つまたは複数のネットワーク能力を記
述する情報の要素をクエリが含むように、クエリを導出するように構成され得る。
【０１６１】
　いくつかの態様では、複数の接続アクセスネットワークのいずれもが、複数のサービス
および/またはサービスプロバイダと関連付けられ得る。本明細書では、接続アクセスネ
ットワークは、接続アクセスネットワークプロバイダ(MNOと呼ばれることがある)によっ
て運用され得る。接続アクセスネットワークプロバイダおよびサービスプロバイダという
用語は、別々のエンティティを参照するものとして理解され得るが、本明細書では、接続
アクセスネットワークプロバイダが接続アクセスネットワークプロバイダとサービスプロ
バイダの両方であることを除外することを意図してはいない。同様に、本明細書では、サ
ービスプロバイダが接続アクセスネットワークプロバイダとサービスプロバイダの両方で
あることを除外することを意図してはいない。
【０１６２】
　クエリをネットワークアクセスノードに送信するかどうか(またはネットワークアクセ
スノードからサービスパラメータに関する情報の要素を取得するかどうか)の決定を行っ
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た後に、クライアントデバイスの処理回路は、クライアントデバイスに、クエリと関連付
けるべき第1のサービングネットワーク識別子を選択させ得る(1504)。第1のサービングネ
ットワーク識別子を選択することは、クエリを送信するかどうかを決定する以前のステッ
プの結果に基づき得る。第1のサービングネットワーク識別子または任意のサービングネ
ットワーク識別子を選択するために、様々な方法が使用され得る。たとえば、選択を容易
にするために、クライアントデバイス、ネットワークアクセスノード、および/またはSQP
サーバが、サービングネットワーク識別子の列挙を記憶することがある。サービングネッ
トワーク識別子の列挙は、たとえば、情報の要素、ローミングコンソーシアム識別子、お
よび/または、SQPクエリなどのクエリと関連付けるべき1つまたは複数のサービングネッ
トワーク識別子を選択するプロセスにおいてクライアントデバイスにとって有用であり得
る任意のパラメータに対して、相互参照され得る。
【０１６３】
　第1のサービングネットワーク識別子を選択すると、処理回路は、クライアントデバイ
スに、第1のサービングネットワーク識別子を含むクエリをクライアントデバイスからネ
ットワークアクセスノードへ送信させ得る(1506)。第1のサービングネットワーク識別子
を含むクエリの送信は、第1の代替形態であると考えられ得る。第2の代替形態として、処
理回路は、クライアントデバイスに、クエリをクライアントデバイスからネットワークア
クセスノードへ送信させることがあり、このクエリは、第1のサービングネットワーク識
別子と、第1のサービングネットワーク識別子と関連付けられる接続アクセスネットワー
クおよび/またはサービスプロバイダによってサポートされる1つまたは複数の能力を記述
する情報の要素とを含む(1508)。いくつかの態様では、クエリとともに含まれる情報の要
素は、第1のサービングネットワーク識別子と関連付けられるネットワークによってサポ
ートされる1つまたは複数のネットワーク能力を記述し得る。いくつかの態様では、第1の
サービングネットワーク識別子は、複数のサービングネットワーク中の第1のサービング
ネットワークのサーバを識別し得る。
【０１６４】
　クエリは、over-the-airメッセージとして送信され得る。over-the-airメッセージは、
クライアントデバイスからネットワークアクセスノードに認証されているメッセージまた
は認証されていないメッセージとして送信され得る。認証されていないメッセージとして
送信される場合、メッセージは、クライアントデバイスがネットワークアクセスノードに
接続する前に送信され得る。このようにして、クライアントデバイスは、接続アクセスネ
ットワークに関与する必要なく、ネットワークアクセスノードと通信することができる。
いくつかの態様では、認証されていないメッセージはレイヤ3メッセージにおいて運ばれ
得る。いくつかの態様では、認証されていないメッセージは、無線リソース制御(RRC)メ
ッセージおよび/または非アクセス階層(NAS)メッセージを介して運ばれ得る。
【０１６５】
　図16は、本明細書において説明される例示的な態様による、例示的なクライアントデバ
イスにおいて実行可能な第2の例示的な方法1600である。例示的なクライアントデバイス
は、たとえば、図14のクライアントデバイス1400と同様であり得る。方法は、クライアン
トデバイスにおいて、クエリをネットワークアクセスノードに送信することを決定するこ
とによって開始することがあり、このネットワークアクセスノードは複数のサービングネ
ットワークと関連付けられることがあり、各サービングネットワークはサービングネット
ワーク識別子により識別される(1602)。
【０１６６】
　クエリをネットワークアクセスノードに送信するかどうかの決定を行った後に、クライ
アントデバイスの処理回路は、クライアントデバイスに、クエリと関連付けるべき第1の
サービングネットワーク識別子を選択させ得る(1604)。第1のサービングネットワーク識
別子を選択することは、情報の要素を取得するかどうかを決定する以前のステップの結果
に基づき得る。以前に示されたように、第1のサービングネットワーク識別子または任意
のサービングネットワーク識別子を選択するために、様々な方法が使用され得る。選択を
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容易にするために、クライアントデバイス、ネットワークアクセスノード、および/また
はSQPサーバが、サービングネットワーク識別子の列挙を記憶することがある。サービン
グネットワーク識別子の列挙は、たとえば、情報の要素、ローミングコンソーシアム識別
子、および/または、SQPクエリなどのクエリと関連付けるべき1つまたは複数のサービン
グネットワーク識別子を選択するプロセスにおいてクライアントデバイスにとって有用で
あり得る任意のパラメータに対して、相互参照され得る。
【０１６７】
　第1のサービングネットワーク識別子を選択した後で、2つの代替的な行動のうちの1つ
がとられることがある。第1の代替形態として、クエリと関連付けるべき第2のサービング
ネットワーク識別子が決定されることがあり、第2のサービングネットワーク識別子は第1
のサービングネットワーク識別子と異なる(1606)。第2の代替形態として、第2のクエリと
関連付けるべき第2のサービングネットワーク識別子が決定されることがあり、第1のネッ
トワーク識別子および第2のネットワーク識別子は、同じネットワークのパブリックネッ
トワーク識別子およびプライベートネットワーク識別子をそれぞれ表す(1608)。
【０１６８】
　第1のサービングネットワーク識別子および第2のサービングネットワーク識別子を選択
すると、第1のクエリおよび第2のクエリは、クライアントデバイスからネットワークアク
セスノードに1つまたは複数のover-the-airメッセージとして送信され得る(1610)。第1の
クエリは第1のサービングネットワーク識別子と関連付けられることがあり、第2のクエリ
は第2のサービングネットワーク識別子と関連付けられることがある。クライアントデバ
イスがネットワークアクセスノードに接続する前に、over-the-airメッセージが、クライ
アントデバイスからネットワークアクセスノードに認証されていないメッセージとして送
信され得る。このようにして、クライアントデバイスは、接続アクセスネットワークに関
与する必要なく、ネットワークアクセスノードと通信することができる。いくつかの態様
では、認証されていないメッセージはレイヤ3メッセージにおいて運ばれ得る。いくつか
の態様では、認証されていないメッセージは、無線リソース制御(RRC)メッセージおよび/
または非アクセス層(NAS)メッセージを介して運ばれ得る。
【０１６９】
例示的なネットワークノード(たとえば、eNB、AP、MME)
　図17は、サービスクエリプロトコルを実装し得る例示的なネットワークノード1700の一
態様の機能ブロック図である。図17のネットワークノード1700は、ネットワークアクセス
ノード(たとえば、eNB、AP)および/またはMMEを表すものであり得る。ネットワークアク
セスノード1700は一般に、メモリ回路1704(たとえば、メモリ、メモリモジュールなど)に
結合される処理回路1702(たとえば、プロセッサ、処理モジュールなど)と、ネットワーク
インターフェース1706とを含むことがあり、ここでネットワークインターフェース1706は
ワイヤレス通信回路を含むことがある。
【０１７０】
　処理回路1702は、クライアントデバイスへ/から情報を送信および/または受信するため
に、たとえばネットワークインターフェース1706を介してクライアントデバイスとのワイ
ヤレス接続を確立するように構成され得る。通信信号の送信および/または受信は、アン
テナ1724を通じたものであり得る。1つのアンテナ1724が説明を目的に示されているが、
ネットワークアクセスノード1700は、たとえば多入力多出力(MIMO)動作をサポートするた
めに1つまたは複数のアンテナ1724を有し得ることが理解されるだろう。処理回路1702は
、処理回路1702がメモリ回路1704から情報を読み取り、メモリ回路1704に情報を書き込む
ことができるようにメモリ回路1704に結合され得る。メモリ回路1704は、ネットワークア
クセスノード1700の現在の構成および/またはネットワークアクセスノード1700の任意の
可能性のある今後の構成の選択肢の、ネットワークアクセスノード構成情報1710を表すデ
ータを含み得る。メモリ回路1704はさらに、事業者ポリシー1712を表すデータを含み得る
。メモリ回路1704は、事業者選好1714を表すデータを含み得る。メモリ回路1704は、処理
回路1702によって実行されると、処理回路1702に本明細書で開示される例示的な態様にお
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いて説明される方法などの方法を実行させる、命令1716を含み得る。
【０１７１】
　処理回路1702はまた、1つまたは複数のクライアントデバイスとの(ネットワークインタ
ーフェース1706を介した)ネットワーク接続を確立するための、ネットワーク接続モジュ
ール/回路1708を含み得る。処理回路1702はまた、接続管理モジュール/回路1718を含むこ
とがあり、これは、クライアントデバイスのトラフィックの操作に関する情報、ネットワ
ークアクセスノード構成情報1710、事業者ポリシー1712、および事業者選好1714を管理し
て、ネットワークアクセスノード1700へのデータを選択して操作する際にクライアントデ
バイスを支援することができる。
【０１７２】
　ネットワークインターフェース1706は、1つまたは複数の送信機1720と1つまたは複数の
受信機1722とを含み得る。1つまたは複数の送信機1720は、2つ以上のアクティブ通信セッ
ションのためにパケットを送信するように構成され得る。1つまたは複数の受信機1722は
、1つまたは複数のクライアントデバイスとの2つ以上のアクティブ通信セッションをネッ
トワークアクセスノード1700が維持することを可能にするように構成され得る。
【０１７３】
　ネットワークアクセスノード1700はさらに、少なくとも1つの通信バス1726を含むこと
があり、これはネットワークアクセスノード1700の様々なモジュール/デバイスを互いに
結合する。
【０１７４】
　またさらに、いくつかの態様では、ネットワークアクセスノードは、1つまたは複数の
サービスクエリプロトコル(SQP)サーバ1728、1730、1732を含み得る。SQPサーバ1728、17
30、1732は、たとえば、処理回路1702がSQPサーバ1728、1730、1732からのデータにアク
セスしSQPサーバ1728、1730、1732にデータを書き込むことを可能にするために、通信バ
ス1726に結合し得る。SQPサーバ1728、1730、1732および通信バス1726とのそれらの相互
接続は、SQPサーバ1728、1730、1732が任意選択の態様を表すことを示すように、破線で
表されている。
【０１７５】
　1つまたは複数の特徴によれば、処理回路1702は、本明細書で説明されるプロセス、機
能、ステップ、および/またはルーチンのいずれかまたはすべてを実行するように構成さ
れ得る。本明細書では、処理回路1702に関する「構成される」という用語は、本明細書で
説明された様々な特徴による特定のプロセス、機能、ステップ、および/またはルーチン
を実行するように処理回路1702が適合されること、利用されること、実装されること、ま
たはプログラムされることのうち1つまたは複数を指し得る。
【０１７６】
　図18は、本明細書において説明される例示的な態様による、例示的なアクセスノードに
おいて実行可能な第1の例示的な方法1800である。例示的なアクセスノードは、たとえば
、図17の例示的なアクセスノード1700と同様であり得る。例示的な方法1800は、ネットワ
ークアクセスノード(たとえば、eNB、AP)およびMMEを含むネットワークノードにおいて実
行可能であり得る。第1のサービングネットワーク識別子を含むクエリがネットワークノ
ードにおいて受信されることがあり、ネットワークノードは複数のサービングネットワー
クと関連付けられ、各サービングネットワークはサービングネットワーク識別子によって
識別される(1802)。クエリはサービスクエリプロトコル(SQP)クエリであり得る。クエリ
は、たとえばクライアントデバイスからのものであり得る。いくつかの態様によれば、ク
エリは、第1のサービングネットワーク識別子に加えて情報のある要素と関連付けられる
ことがあり、またはそれを含むことがある。
【０１７７】
　ネットワークノードにおいて、クエリの転送先とすべき第1のサーバの識別情報が決定
され得る(1804)。一態様では、SQPクエリと関連付けられる、またはそれとともに含まれ
る第1のサービングネットワーク識別子は、第1のサーバを識別し得る。第1のサーバの識
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別情報が決定されると、クエリは第1のサーバに転送され得る(1806)。
【０１７８】
　図19は、本明細書において説明される例示的な態様による、例示的なアクセスノードに
おいて実行可能な第2の例示的な方法1900である。例示的なアクセスノードは、たとえば
、図17の例示的なアクセスノード1700と同様であり得る。例示的な方法1900は、ネットワ
ークアクセスノード(たとえば、eNB、AP)およびMMEを含むネットワークノードにおいて実
行可能であり得る。第1のサービングネットワーク識別子および第2のサービングネットワ
ーク識別子を含むクエリがネットワークノードにおいて受信されることがあり、ネットワ
ークノードは複数のサービングネットワークと関連付けられ、各サービングネットワーク
はサービングネットワーク識別子によって識別される(1902)。クエリはサービスクエリプ
ロトコル(SQP)クエリであり得る。クエリは、たとえばクライアントデバイスからのもの
であり得る。いくつかの態様によれば、クエリは、第1のサービングネットワーク識別子
および第2のサービングネットワーク識別子に加えて情報のある要素と関連付けられるこ
とがあり、またはそれを含むことがある。第1のサービングネットワーク識別子および第2
のサービングネットワーク識別子は、互いに異なることがある。図19の態様では、第1の
サービングネットワーク識別子および第2のサービングネットワーク識別子が異なる場合
、第1のサービングネットワーク識別子および第2のサービングネットワーク識別子にそれ
ぞれ対応する第1のサーバおよび第2のサーバの識別情報も異なることがある。したがって
、ネットワークノードにおいて、クエリの転送先とすべき第1のサーバの識別情報が決定
され得る(1904)。一態様では、第1のサービングネットワーク識別子は、第1のサーバを識
別することができる。加えて、ネットワークノードにおいて、クエリの転送先とすべき第
2のサーバの識別情報が決定され得る(1906)。一態様では、第2のサービングネットワーク
識別子は、第2のサーバを識別することができる。図19の態様によれば、クエリは、第1の
サーバ(たとえば、第1のサービングネットワーク識別子によって識別される)と第2のサー
バ(たとえば、第2のサービングネットワーク識別子によって識別される)の両方に送信さ
れ得る(1908)。
【０１７９】
　いくつかの実施形態では、第1のサービングネットワーク識別子は第1のサーバを識別す
ることができ、第2のサービングネットワーク識別子は第1のサーバと異なる第2のサーバ
を識別することができる。いくつかの実施形態では、第1のサービングネットワーク識別
子および第2のサービングネットワーク識別子は、2つのタイプのネットワーク識別子であ
り得る。いくつかの実施形態では、サービングネットワーク識別子のタイプは、サービス
セット識別子(SSID)、公衆陸上移動網識別子(PLMN ID)、サービスプロバイダ識別子(SPI)
、およびネットワークアクセス識別子(NAI)領域のタイプを含み得る。いくつかの実装形
態では、第1のサービングネットワーク識別子および第2のサービングネットワーク識別子
はそれぞれ、パブリックネットワーク識別子およびプライベートネットワーク識別子を表
し得る。
【０１８０】
例示的なSQPサーバ
　図20は、例示的な態様による、SQPサーバ2000として機能し得るサーバの一態様の機能
ブロック図である。SQPサーバ2000は、本明細書で説明される態様において説明される方
法を実行するために必要とされる様々な命令のいずれかを実行することができ、本明細書
で説明される態様の方法を実行する際に有用であり得る任意のデータ、情報の要素、サー
ビスプロバイダ識別子、ネットワークアクセスノード識別子、および任意の命令を、1つ
または複数の非一時的コンピュータ可読記憶デバイスに記憶することができる。
【０１８１】
　SQPサーバ2000はネットワークインターフェース2010を含むことがあり、ネットワーク
インターフェース2010は、ワイヤレス通信回路と、ユーザインターフェース2012と、処理
システム2014とを含むことがある。処理システム2014は、処理回路2004(たとえば、プロ
セッサ)、メモリ回路2005(たとえば、メモリデバイス)、非一時的コンピュータ可読記憶
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媒体2006、バスインターフェース2008、およびバス2002を含み得る。処理システム2014お
よび/または処理回路2004は、本明細書において説明および/もしくは例示されたステップ
、機能、ならびに/またはプロセスのいずれかを実行するように構成され得る。
【０１８２】
　処理回路2004は、SQPサーバ2000のためのデータを処理するように適合される1つまたは
複数のプロセッサ(たとえば、第1のプロセッサなど)であり得る。たとえば、処理回路200
4は、本明細書において説明される動作のいずれか1つを実行するための手段として機能す
る特定用途向け集積回路(ASIC)などの、特別なプロセッサであり得る。処理回路2004は、
認証情報を検証するための手段、認証情報を導出するための手段、接続アクセスネットワ
ークおよび/もしくはサービスプロバイダならびに関連するパラメータのテーブルを維持
するための手段、セキュアなチャネルを確立するための手段、実行を許可するための手段
、またはデバイスを識別するための手段の一例として機能する。処理回路2004はまた、受
信するための手段および/または送信するための手段の一例として機能する。
【０１８３】
　処理回路2004の例は、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロ
セッサ(DSP)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)、プログラマブル論理デバ
イス(PLD)、状態機械、ゲート論理、個別のハードウェア回路、および本開示の全体にわ
たって説明される様々な機能を実行するように構成された他の適切なハードウェアを含む
。処理回路2004はまた、バス2002を管理し、非一時的コンピュータ可読記憶媒体2006およ
び/またはメモリ回路2005に記憶されたソフトウェアを実行することを担う。ソフトウェ
アは、処理回路2004によって実行されると、処理システム2014に、本明細書において説明
および/または例示された様々な機能、ステップ、および/またはプロセスを実行させる。
非一時的コンピュータ可読記憶媒体2006は、ソフトウェアを実行するときに処理回路2004
によって操作されるデータを記憶するために使用され得る。
【０１８４】
　メモリ回路2005は、限定はされないが、フラッシュメモリ、磁気的または光学的なハー
ドディスクドライブなどのような、非揮発性メモリであり得る。いくつかの態様では、メ
モリは、永続的に情報を記憶するために継続的に電力供給され得る、DRAM(たとえば、DDR
 SDRAM)、SRAMなどのような、揮発性メモリであり得る。メモリ回路2005は、接続アクセ
スネットワークおよび/またはサービスプロバイダならびに関連するパラメータのテーブ
ルを維持するための手段の一例として機能する。
【０１８５】
　ソフトウェアまたは命令は、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロ
コード、ハードウェア記述言語と呼ばれるか、または他の名称で呼ばれるかどうかにかか
わらず、ソフトウェア、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プログラムコー
ド、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、ソフト
ウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェ
クト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを意味するように広く解釈
されるべきである。ソフトウェアは、非一時的コンピュータ可読記憶媒体2006上に存在し
得る。非一時的コンピュータ可読記憶媒体2006の例は、磁気ストレージデバイス(たとえ
ば、ハードディスク、フロッピーディスク、磁気ストリップ)、光ディスク(たとえば、コ
ンパクトディスク(CD)またはデジタル多用途ディスク(DVD))、スマートカード、フラッシ
ュメモリ回路(たとえば、カード、スティック、またはキードライブ)、ランダムアクセス
メモリ(RAM)、読出し専用メモリ(ROM)、プログラマブルROM(PROM)、消去可能PROM(EPROM)
、電気的消去可能PROM(EEPROM)、レジスタ、リムーバブルディスク、ならびに、コンピュ
ータによってアクセスされ読み取られ得るソフトウェアおよび/または命令を記憶するた
めの任意の他の適切な媒体を含み得る。非一時的コンピュータ可読記憶媒体2006は、処理
システム2014中に、処理システム2014の外側に、または処理システム2014を含む複数のエ
ンティティにわたって分散して存在し得る。非一時的コンピュータ可読記憶媒体2006は、
コンピュータプログラム製品において具現化され得る。また、SQPサーバ2000は、例とし
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て、搬送波、伝送路、ならびに、コンピュータによってアクセスされ読み取られ得るソフ
トウェアおよび/または命令を送信するための任意の他の適切な媒体を含み得るコンピュ
ータ可読媒体とインターフェースし得る。
【０１８６】
　図20の例では、処理システム2014は、全般にバス2002によって表されるバスアーキテク
チャを用いて実装され得る。バス2002は、処理システム2014の適用例および全体的な設計
制約に応じて、任意の数の相互接続バスおよびブリッジを含み得る。バス2002は、(処理
回路2004によって全般に表される)1つまたは複数のプロセッサを含む様々な回路、メモリ
回路2005、および(非一時的コンピュータ可読記憶媒体2006によって全般に表される)コン
ピュータ可読媒体を、互いにつなぐ。また、バス2002は、タイミングソース、周辺機器、
電圧レギュレータ、および電力管理回路などの様々な他の回路をつなぐことがあるが、こ
れらの回路は当技術分野でよく知られているので、これ以上説明されない。バスインター
フェース2008は、バス2002とネットワークインターフェース2010(もしあれば)との間のイ
ンターフェースを提供する。バスインターフェース2008は、受信するための手段および/
または送信するための手段の一例として機能する。ネットワークインターフェース2010は
、伝送媒体を通じて他の装置と通信するための手段を提供する。ネットワークインターフ
ェース2010は、受信するための手段および/または送信するための手段の一例として機能
する。装置の性質に応じて、ユーザインターフェース2012(たとえば、キーパッド、ディ
スプレイ、スピーカー、マイクロフォン、タッチスクリーンディスプレイなど)もSQPサー
バ2000のために設けられ得る。
【０１８７】
　本明細書に示される構成要素、ステップ、特徴および/または機能の1つまたは複数は、
再配置されてもよく、かつ/または単一の構成要素、ステップ、特徴または機能へと組み
合わされてもよく、あるいはいくつかの構成要素、ステップ、または機能において具現化
されてもよい。追加の要素、構成要素、ステップ、および/または機能も、本開示から逸
脱することなく追加され得る。また、本明細書で説明されるアルゴリズムは、効率的にソ
フトウェアに実装され、かつ/またはハードウェアに組み込まれ得る。
【０１８８】
　「例示的な」という単語は、本明細書では、「例、実例、または例証として機能する」
を意味するために使用される。「例示的」として本明細書で説明された任意の実装形態ま
たは態様は、必ずしも本開示の他の態様よりも好ましいまたは有利であると解釈されるべ
きではない。同様に、「態様」という用語は、本開示のすべての態様が、論じられる特徴
、利点、または動作モードを含むことを必要としない。「結合された」という用語は、本
明細書において、2つの物体間の直接または間接的な結合を指すために使用される。たと
えば、物体Aが物体Bに物理的に接触し、物体Bが物体Cに接触する場合、物体Aと物体Cとは
、互いに物理的に直接接触していない場合でも、それでも互いに結合されていると見なさ
れ得る。同様に、「結合された」という用語は、ある結果を達成するために互いに電気的
および/または機械的に相互作用し得る、モジュール/回路/機能を参照して本明細書にお
いて使用される。「ヌル値」という用語は、0値、空値、空の文字列、未知の値、または
所定の既知の値を指すものとして本明細書において使用され得る。
【０１８９】
　また、態様は、フローチャート、流れ図、構造線図またはブロック図として描かれてい
るプロセスとして記述され得ることに留意されたい。フローチャートは動作を逐次プロセ
スとして説明することがあるが、動作の多くは並列にまたは同時に実行され得る。加えて
、動作の順序は並べ替えられてよい。プロセスは、その動作が完了したとき、終了する。
【０１９０】
　本明細書で説明される本開示の様々な特徴は、本開示から逸脱することなく様々なシス
テムにおいて実装され得る。本開示の上記の態様は例にすぎず、本開示を限定するものと
して解釈されるべきではないことに留意されたい。本開示の態様の説明は、例示的である
ことが意図され、特許請求の範囲を限定することは意図されない。したがって、本教示は
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、他のタイプの装置に容易に適用されることが可能であり、多くの代替形態、変更形態、
および変形形態が当業者には明らかであろう。
【０１９１】
　図示および説明された特定の実装形態は例にすぎず、本明細書で別段に規定されていな
い限り、本開示を実装するための唯一の方法として解釈されるべきではない。本開示の様
々な例が、多数の他の分割された解決策によって実践され得ることが当業者には容易に明
らかである。
【０１９２】
　説明では、不要な詳細で本開示を不明瞭にしないように、要素、モジュール/回路/機能
、および機能が、ブロック図の形式で示され得る。逆に、図示および説明された特定の実
装形態は例にすぎず、本明細書で別段に規定されていない限り、本開示を実装するための
唯一の方法として解釈されるべきではない。さらに、ブロック定義、および様々なブロッ
ク間の論理の分割は、特定の実装形態の例である。本開示が、多数の他の分割された解決
策によって実施され得ることが当業者には容易に明らかである。ほとんどの部分について
、タイミングの問題などに関する詳細は、本開示の完全な理解を得るために必要ではなく
、関連分野の当業者の能力の範囲内である場合、省略されている。
【０１９３】
　また、態様は、フローチャート、流れ図、構造線図またはブロック図として描かれてい
るプロセスとして記述され得ることに留意されたい。フローチャートは動作を逐次プロセ
スとして説明することがあるが、動作の多くは並列にまたは同時に実行され得る。加えて
、動作の順序は並べ替えられてよい。プロセスは、その動作が完了したとき、終了する。
プロセスは、方法、関数、プロシージャ、サブルーチン、サブプログラムなどに対応する
場合がある。プロセスが関数に対応するとき、その終了は、その関数が呼び出し関数また
はメイン関数に戻ることに対応する。
【０１９４】
　当業者は、情報および信号が、様々な異なる技術および技法のいずれかを使用して表さ
れ得ることを理解するであろう。たとえば、本明細書の説明全体にわたって言及され得る
データ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流
、電磁波、磁場または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せに
よって表され得る。いくつかの図面は、提示および説明を明快にするために、信号を単一
の信号として示し得る。信号は、信号のバスを表す可能性があり、このバスは、様々なビ
ット幅を有する可能性があり、本開示は、単一のデータ信号を含む、任意の数のデータ信
号上に実装され得ることが当業者には理解されるだろう。
【０１９５】
　本明細書で「第1の」、「第2の」などの呼称を使用した要素へのいかなる参照も、その
ような限定が明示的に述べられていない限り、それらの要素の量または順序を限定しない
ことを理解されたい。むしろ、これらの呼称は、2つ以上の要素の間、または要素の例の
間を区別する都合のよい方法として本明細書で使用され得る。したがって、第1の要素お
よび第2の要素への言及は、2つの要素のみがそこで利用され得ること、または何らかの形
で第1の要素が第2の要素に先行しなければならないことを意味しない。加えて、別段に記
載されていない限り、要素の集合は1つまたは複数の要素を備え得る。
【０１９６】
　その上、記憶媒体は、読取り専用メモリ(ROM)、ランダムアクセスメモリ(RAM)、磁気デ
ィスク記憶媒体、光学記憶媒体、フラッシュメモリ回路および/もしくは他の機械可読媒
体、およびプロセッサ可読媒体、ならびに/または情報を記憶するためのコンピュータ可
読媒体を含む、データを記憶するための1つもしくは複数のデバイスを表し得る。「機械
可読媒体」、「コンピュータ可読媒体」、および/または「プロセッサ可読媒体」という
用語は、限定はされないが、ポータブルもしくは固定式ストレージデバイス、光ストレー
ジデバイス、ならびに、命令および/またはデータを記憶し、格納し、または搬送するこ
とが可能な様々な他の媒体のような非一時的媒体を含み得る。したがって、本明細書で説
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明される様々な方法は、「機械可読媒体」、「コンピュータ可読媒体」、および/または
「プロセッサ可読媒体」に記憶され、1つもしくは複数のプロセッサ、機械および/または
デバイスによって実行され得る命令および/またはデータによって、完全にまたは部分的
に実装され得る。
【０１９７】
　さらに、態様は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイ
クロコード、またはそれらの任意の組合せによって実装され得る。ソフトウェア、ファー
ムウェア、ミドルウェアまたはマイクロコードにおいて実装されるとき、必要なタスクを
実行するためのプログラムコードまたはコードセグメントは、記憶媒体または他のストレ
ージなどの機械可読媒体内に記憶され得る。プロセッサは、必要なタスクを実行すること
ができる。コードセグメントは、プロシージャ、関数、サブプログラム、プログラム、ル
ーチン、サブルーチン、モジュール、ソフトウェアパッケージ、クラス、または命令、デ
ータ構造もしくはプログラムステートメントの任意の組合せを表し得る。コードセグメン
トは、情報、データ、引数、パラメータ、またはメモリコンテンツを渡すことおよび/ま
たは取得することによって、別のコードセグメントまたはハードウェア回路に結合され得
る。情報、引数、パラメータ、データなどは、メモリ共有、メッセージ受け渡し、トーク
ン受け渡し、ネットワーク送信などを含む、任意の適切な手段を介して渡され、転送され
、または送信され得る。
【０１９８】
　本明細書で開示される例に関して説明される様々な例示的な論理ブロック、モジュール
/回路/機能、要素、および/または構成要素は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッ
サ(DSP)、特定用途向け集積回路(ASIC)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)
もしくは他のプログラマブル論理構成要素、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別
ハードウェア構成要素、または本明細書で説明される機能を実行するように設計されたそ
れらの任意の組合せで実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサで
あり得るが、代替的に、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロ
コントローラ、またはステートマシンであり得る。プロセッサはまた、コンピューティン
グ構成要素の組合せ、たとえば、DSPとマイクロプロセッサとの組合せ、いくつかのマイ
クロプロセッサ、DSPコアと連係した1つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または他の
任意のそのような構成として実装され得る。本明細書で説明される態様を実行するために
構成された汎用プロセッサは、そのような態様を実行するための専用プロセッサと見なさ
れる。同様に、汎用コンピュータは、本明細書で説明される態様を実行するために構成さ
れるとき、専用コンピュータと見なされる。
【０１９９】
　本明細書で開示される例に関連して説明される方法またはアルゴリズムは、処理ユニッ
ト、プログラミング命令、または他の指示の形で、ハードウェアにおいて直接、プロセッ
サによって実行可能なソフトウェアモジュール中で、またはこの両方の組合せで具現化さ
れることがあり、単一のデバイスに含まれまたは複数のデバイスにわたって分散されるこ
とがある。ソフトウェアモジュールは、RAMメモリ、フラッシュメモリ、ROMメモリ、EPRO
Mメモリ、EEPROMメモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、CD-ROM、
または当技術分野において既知の任意の他の形態の記憶媒体に存在し得る。プロセッサが
記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができるように、記憶媒体
がプロセッサに結合され得る。代替的に、記憶媒体は、プロセッサと一体であり得る。
【０２００】
　当業者は、本明細書に開示された態様に関連して説明された様々な例示的な論理ブロッ
ク、モジュール、モジュール/回路/機能、およびアルゴリズムステップが、電子ハードウ
ェアとして、コンピュータソフトウェアとして、または両方の組合せとして実装され得る
ことをさらに理解するであろう。ハードウェアおよびソフトウェアのこの互換性を明確に
示すために、様々な例示的な構成要素、ブロック、モジュール、モジュール/回路/機能、
およびステップが、上では一般にそれらの機能に関して説明された。そのような機能が、
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ハードウェアとして実装されるか、ソフトウェアとして実装されるか、またはそれらの組
合せとして実装されるかは、具体的な適用例およびシステム全体に課された設計選択に依
存する。
【０２０１】
　本明細書で説明される本発明の様々な特徴は、本発明から逸脱することなく、異なるシ
ステム内で実装され得る。なお、前述の態様は例にすぎず、本発明を限定するものとして
解釈されるべきではないことに留意されたい。態様の説明は例示的であることが意図され
、特許請求の範囲を制限することは意図されていない。したがって、本教示は、他のタイ
プの装置に容易に適用されることが可能であり、多くの代替形態、変更形態、および変形
形態が当業者には明らかであろう。
【符号の説明】
【０２０２】
　　101　ネットワーク
　　102A　サービスプロバイダA
　　102B　サービスプロバイダB
　　102C　サービスプロバイダC
　　102D　サービスプロバイダD
　　102X　サービスプロバイダX
　　103A　AAAサーバA
　　103B　AAAサーバB
　　103C　AAAサーバC
　　103D　AAAサーバD
　　103X　AAAサーバX
　　104　クライアントデバイス
　　106　クライアントデバイス
　　108　クライアントデバイス
　　110　クライアントデバイス
　　112　クライアントデバイス
　　114　接続アクセスネットワークプロバイダA
　　116　接続アクセスネットワークプロバイダB
　　118　接続アクセスネットワークプロバイダC
　　120　AAAサーバ
　　122　AAAサーバ
　　124　AAAサーバ
　　126　MME
　　128　MME
　　130　MME
　　131　無線アクセスネットワークプロバイダ
　　132　eNB
　　133　アクセスポイント
　　134　RANプロバイダ
　　200　ネットワークアーキテクチャ
　　201　ネットワーク
　　202A　サービスプロバイダA
　　202B　サービスプロバイダB
　　202C　サービスプロバイダC
　　202D　サービスプロバイダD
　　202X　サービスプロバイダX
　　203A　AAAサーバA
　　203B　AAAサーバB
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　　203C　AAAサーバC
　　203D　AAAサーバD
　　203X　AAAサーバX
　　204　クライアントデバイスA
　　206　クライアントデバイスB
　　208　クライアントデバイスC
　　210　クライアントデバイスD
　　212　クライアントデバイスE
　　214　接続アクセスネットワークプロバイダA
　　215　SQPサーバ
　　216　接続アクセスネットワークプロバイダB
　　217　SQPサーバ
　　218　接続アクセスネットワークプロバイダC
　　219　SQPサーバ
　　220　AAAサーバ
　　222　AAAサーバ
　　224　AAAサーバ
　　226　MME
　　227　SGW
　　228　MME
　　229　SGW
　　230　MME
　　231　SGW
　　232　アクセスネットワークプロバイダ
　　234　無線アクセスネットワークプロバイダ
　　236　ネットワークアクセスノード
　　238　ネットワークアクセスノード
　　300　ネットワークアーキテクチャ
　　301　ネットワーク
　　302A　サービスプロバイダA
　　302B　サービスプロバイダB
　　302C　サービスプロバイダC
　　302D　サービスプロバイダD
　　304　クライアントデバイスA
　　306　クライアントデバイスB
　　308　クライアントデバイスC
　　310　クライアントデバイスD
　　312　クライアントデバイスE
　　314　接続アクセスネットワークプロバイダA
　　316　接続アクセスネットワークプロバイダB
　　318　接続アクセスネットワークプロバイダC
　　332　第1のRANプロバイダ
　　334　第2のRANプロバイダ
　　340　サービングネットワークA
　　342　サービングネットワークB
　　344　サービングネットワークC
　　346　サービングネットワークD
　　400　表
　　402　情報の要素
　　404　列
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　　406　最初の2行
　　408　参照番号
　　410　参照番号
　　500　GWCNアーキテクチャ、第1のネットワークアーキテクチャ
　　502A　コアネットワークA
　　502B　コアネットワークB
　　502N　コアネットワークN
　　504A　SQPサーバ
　　504B　SQPサーバ
　　504N　SQPサーバ
　　506A　AAAサーバ
　　506B　AAAサーバ
　　506N　AAAサーバ
　　508A　MME
　　508B　MME
　　508N　MME
　　510A　SGW
　　510B　SGW
　　510N　SGW
　　512　ネットワークアクセスノード
　　514　無線アクセスネットワーク事業者X
　　516　クライアントデバイス
　　600　MOCNアーキテクチャ、第2のネットワークアーキテクチャ
　　602A　コアネットワークA
　　602B　コアネットワークB
　　602N　コアネットワークN
　　604A　SQPサーバ
　　604B　SQPサーバ
　　604N　SQPサーバ
　　606A　AAAサーバ
　　606B　AAAサーバ
　　606N　AAAサーバ
　　608　共有されるMME
　　610A　SGW
　　610B　SGW
　　610N　SGW
　　612　ネットワークアクセスノード
　　614　無線アクセスネットワーク事業者X
　　616　クライアントデバイス
　　700　第2のコアネットワークアーキテクチャ、第3のネットワークアーキテクチャ
　　702A　コアネットワークA
　　702B　コアネットワークB
　　702N　コアネットワークN
　　704A　SQPサーバA
　　704B　SQPサーバB
　　704N　SQPサーバN
　　706A　AAAサーバ
　　706B　AAAサーバ
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